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自
慢
し
た
い

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
自
慢
し
た
い
こ
と
、
お
持
ち
で
す
か
？

趣
味
と
か
旅
の
思
い
出
、
家
族
や
友
達
、

熟
年
世
代
と
な
れ
ば
過
去
の
い
ろ
ん
な
経

験
や
実
績
、
中
に
は
失
敗
談
や
不
思
議
な

体
験
だ
っ
て
自
慢
に
な
っ
た
り
、
探
し
て

み
る
と
け
っ
こ
う
あ
る
も
の
で
す
ね
ー
。

人
生
を
楽
し
む
コ
ツ
も
、
学
ぶ
こ
と
が
出

来
そ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
し
た
。

経
験
・
時
間
の
過
ご
し
方

経
験
・
時
間
の
過
ご
し
方

逸
品
・
家
族

逸
品
・
家
族

楽
し
み

●

マ
イ
ボ
ー
ト
で
家
族
や
友
人
と
釣
り
を
す
る
こ
と
。 

東
海
林
芳
男
68

●

地
域
の
自
然
を
毎
年
観
測
し
エ
ッ
セ
ー
を
書
い
て
い
る
。 

秋
葉
秀
雄
74

●

町
内
の
お
年
寄
り
を
招
い
て
歌
の
会
を
実
施
。
尺
八
で
循
環
呼
吸
法
と

い
う
１
曲
５
分
間
を
一
息
で
演
奏
す
る
方
法
を
教
え
て
い
る
。 

大
橋
庸
晃
75

●

東
京
転
勤
…
仙
台
駅
で
社
員
や
上
司
が
盛
大
な
見
送
り
バ
ン
ザ
イ
に
花
束
、

国
分
町
の
マ
マ
ま
で
お
出
ま
し
、
お
ま
け
に
新
幹
線
の
切
符
を
忘
れ
て
大

弱
り
で
し
た
。
佐
藤
哲
造
82
　 

●

男
性
な
の
に
日
本
舞
踊
。
吉
田
征
四
郎
83

●

若
い
時
に
観
た
聴
い
た
映
画
音
楽
や
ム
ー
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
レ
コ
ー
ド
・

Ｃ
Ｄ
か
ら
流
し
、
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
聴
き
入
っ
て
い
る
時
。
矢
口
敬
治
83

●

ボ
ケ
防
止
の
観
点
か
ら
川
柳
、
短
歌
の
作
句
に
努
め
て
い
る
。
高
齢
者
の

生
き
甲
斐
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
通
所
施
設
で
通
所
者
と
囲
碁
、
将
棋
の

相
手
を
頼
ま
れ
対
応
し
て
い
る
。 

林
　
忠
夫
83

●

囲
碁
、
将
棋
、
絵
。
１
日
４
千
歩
を
目
指
し
て
い
る
。 

志
鎌
清
治
95

●

早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
鳥
の
声
を
聞
く（
健
康
に
良
い
）。
県
立
図
書
館

で
７
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
全
て
の
作
家
の
名
前
を
覚
え
て
い
る
）。
江

戸
時
代
の
城
の
研
究
。 

堀
江
喜
代
彦
73

●

季
節
ご
と
の
山
野
草
を
撮
り
ブ
ロ
グ
に
投
稿
。
撮
る
の
に
２
時
間
歩
き
、

色
補
正
を
し
て
名
前
を
付
け
て
分
類
。
ボ
ケ
防
止
に
も
な
る
。 

小
林
　
功
76

●

東
日
本
大
震
災
で
生
き
残
っ
た
メ
ダ
カ
。
宮
城
教
育
大
学
、
八
木
山
動

物
公
園
、
有
志
市
民
の
協
力
の
も
と
指
導
を
受
け
、
メ
ダ
カ
の
里
親
に
な
っ

て
繁
殖
さ
せ
て
い
ま
す
。
何
度
も
失
敗
し
、
そ
の
都
度
、
動
物
園
に
行
き
親

を
譲
っ
て
も
ら
い
、
昨
年
10
匹
を
育
て
、
今
年
は
約
80
匹
が
孵
化
し
育
っ
て

い
ま
す
。
数
多
く
成
魚
に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。 

庄
子
春
吉
78

●

違
っ
た
所
に
住
ん
で
み
た
く
て
定
年
後
、
北
海
道
に
２
カ
月
、
沖
縄
に
１

カ
月
住
ん
だ
。
道
の
駅
で
の
寝
泊
ま
り
旅
も
年
間
15
〜
20
泊
。
浅
利
勝
志
81

●

リ
ハ
ビ
リ
先
で
仲
間
と
童
謡
、
唱
歌
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

山
口
俊
彦
83

●

某
市
役
所
で
昇
格
も
せ
ず
降
格
も
し
な
い
で
13
年
間
、
課
長
補
佐
兼
係

長
を
し
て
い
た
。
普
通
は
昇
格
す
る
か
降
格
す
る
か
、
係
長
名（
役
）を
外
さ

れ
る
か
す
る
は
ず
で
、
37
年
の
経
験
で
自
分
と
同
様
の
人
を
見
た
こ
と
が
な

い
。
10
年
で
も
珍
し
い
。
パ
チ
ン
コ
で
６
万
発（
当
時
２
・
５
円
交
換
）で

15
万
円
分
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。 

佐
藤
勝
美
64

●

財
テ
ク
を
し
て
、
投
資
信
託
で
車
１
台
分
も
う
か
り
ま
し
た
。
知
り
合
い

は
バ
イ
ク
１
台
分
だ
け
。
伊
丹
俊
勝
70
　
　
●

毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操（
10
年

以
上
）。
星
　
明
72
　
　
●

庭
に
ひ
と
り
で
に
生
え
出
た
ア
ス
パ
ラ
、
ホ
タ
ル

ブ
ク
ロ
、
ユ
リ
等
の
数
を
数
え
る
こ
と
。 

佐
々
木
稔
77

●

10
ア
ー
ル
弱
の
畑
に
様
々
な
野
菜
を
栽
培
、老
骨
に
ム
チ
打
っ
て
動
き
回
る
。

私
の
半
健
康
の
源
。
家
計
に
寄
与
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
…
。 

小
関
　
恭
81

●

マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
い
っ
ぱ
い
に
ゴ
ー
ヤ
棚
を
作
り
ゴ
ー
ヤ
苗
10

本
、
ト
マ
ト
３
本
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
１
本
、
青
し
そ
苗
３
本
、
そ
の
他
ネ
ギ
、

チ
シ
ャ
少
々
、
ラ
ン
他
、
花
を
少
々
育
て
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ヤ
は
ベ
ラ
ン
ダ

一
杯
に
。
朝
夕
の
木
漏
れ
日
を
受
け
、
心
地
よ
い
朝
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ゴ
ー
ヤ
の
実
は
隣
近
所
に
配
り
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
又
、
台
風
時
の
風
よ
け
防
止
に
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。 

田
村
正
實
79

●

自
慢
の
ペ
ッ
ト
、
３
歳
の
モ
ル
モ
ッ
ト
は
毛
の
色
が
右
が
黒
で
左
が
茶
で

小
さ
な
ラ
イ
オ
ン
で
す
。
性
格
は
気
が
強
い
メ
ス
で
す
。 

鈴
木
正
明
73

●

厚
生
労
働
大
臣「
功
労
賞
」（
平
成
18
年
11
月
15
日
付
）、内
閣
総
理
大
臣「
瑞

宝
単
光
章
」　
※
電
気
技
能
者
の
育
成
に
努
め
、
技
能
検
定
の
推
進
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
に
対
し
て
。 

髙
橋
義
雄
83

男
性 

　
　
　
　
　
数
字
は
年
齢
（
敬
称
略
）

●

台
原
の
体
操
会
場
ま
で
コ
ー
ス
を
変
え
な
が
ら
昭
和
を
探
す
散
歩
。
昭
和

の
井
戸
や
牛
乳
ポ
ス
ト
、
生
垣
、
庭
木
等
に
気
づ
く
楽
し
み
。 

青
木
三
郎
72

●

現
在
は
コ
ロ
ナ
で
休
み
中
だ
が
、
カ
ラ
オ
ケ
は
ほ
と
ん
ど
90
点
以
上
。

若
い
頃
は
、
結
婚
式
の
司
会
を
10
回
以
上
経
験
し
て
い
る
。 

鈴
木
武
志
72

●

松
島
の
島
々
を
間
近
に
見
な
が
ら
40
セ
ン
チ
以
上
の
ア
コ
ガ
レ
イ
を
釣

る
、
最
高
の
楽
し
み
。
叶
芳
雄
73
　 
●

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
。
堀
江
良
彦
78

●

健
康
作
り
に
１
日
８
千
歩
以
上
。
５
コ
ー
ス
あ
り
、
ど
の
コ
ー
ス
を
歩

い
た
か
日
記
に
記
入
。
後
日
、
そ
れ
を
見
て
楽
し
ん
で
い
る
。 

岡
本
宏
正
80

●

鉄
印
を
求
め
全
国
の
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
15
社
ま
で
来

た
と
こ
ろ
で
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
断
。
早
く
再
開
し
た
い
。 

紙
谷
義
和
71

●

朝
食
が
20
年
以
上
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
。
納
豆
に
タ
マ
ネ
ギ
の
み
じ
ん
切
り

と
エ
ゴ
マ
油
少
々
、
紅
サ
ケ
少
々
の
朝
ご
は
ん
。
ワ
カ
メ
と
キ
ャ
ベ
ツ
、
玉

子
１
〜
２
ヶ
の
味
噌
汁
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
大
さ
じ
２
杯
に
黒
ゴ
マ
、
リ
ン
ゴ
皮

付
き
１
／
４
、
牛
乳
１
合
。
毎
朝
６
時
30
分
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
。
中
鉢
紀
雄
81

●

山
歩
き
を
始
め
て
66
年
。
ま
だ
登
り
た
い
山
が
た
く
さ
ん
。 

岸
田
紀
雄
81

●

庭
で
の
野
菜
と
草
花
作
り
、
書
道
会
で
習
字
。 

中
沢
常
夫
85

●

日
本
百
名
城
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
主
催
す
る
協
会
の
登
城
完
了
認
定
印
を

目
標
に
温
泉
め
ぐ
り
も
兼
ね
て
現
在
35
城
の
登
城
中
。
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
で
認
知
症
予
防
。 

飛
田
秀
雄
69

●

漫
談
、
少
し
だ
け
出
来
ま
す
。
60
年
以
上
続
け
て
い
る
音
楽
鑑
賞
、
色
々

な
経
験（
カ
ー
ト
・
レ
ー
ス
、
乗
馬
、
等
々
）　 

菅
田
　
稔
76

●

歩
く
の
が
好
き
で
、
毎
月
４
〜
５
回
の
例
会
と
、
そ
の
下
見
等
で
ほ
と

ん
ど
毎
日
歩
い
て
い
ま
す
。 

末
永
　
均
77

●

家
庭
菜
園
。
家
族
や
近
所
に
喜
ば
れ
、
健
康
に
も
一
役
。 

佐
々
木
利
明
81

●

自
己
流
体
操（
指
廻
し
健
康
法
を
続
け
て
20
余
年
、
健
康
維
持
） 

千
石
　
巌
92

●

住
ん
で
い
る
地
域
に
緑
道
や
共
有
地
が
あ
り
、
住
宅
管
理
組
合
を
60
軒
で

作
り
、
共
有
地
に
色
々
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。 

澁
谷
　
堯
74

●

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
宮
城
大
会
の
川
柳
の
募
集
に
投
稿
し
て
入
選
。
千
葉

編
集
長
の
講
義
を
聞
き
、
投
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。 

阿
部
栄
一
83

●

宮
城
野
中
学
校
正
門
前
の
歩
道
の
緑
地
の
草
取
り
。 

今
部
治
朗
84

●

１
９
８
１
年
に
来
仙
し
た
ソ
連（
現
ロ
シ
ア
）の
女
性
宇
宙
飛
行
士
テ
レ
シ
コ

ワ
さ
ん
に
直
接
サ
イ
ン
し
て
も
ら
っ
た
色
紙
を
持
っ
て
い
る
。 

太
田
一
義
84

●

足
島
で
釣
っ
た
ア
イ
ナ
メ
が
、
参
加
し
て
い
た
全
国
規
模
の
釣
り
大
会

で
日
本
一
に（
48
〜
49
セ
ン
チ
）。
三
越
に
展
示
し
た
魚
拓
が
逆
さ
ま
で
、
大

変
恥
を
か
き
ま
し
た
。
齋
藤
美
江
87
　 

●

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
。
髙
橋
勝
見
77

●

唯
一「
先
生
」と
呼
ば
れ
る
の
は
、
紙
で
作
る
甲
冑
教
室
。 

大
森
憲
一
67

小紙の旅行会でも素晴らしい踊りを小紙の旅行会でも素晴らしい踊りを
演じてくださった吉田征四郎さん演じてくださった吉田征四郎さん

北海道には何度も行っているという浅利勝志さん北海道には何度も行っているという浅利勝志さん
写真は美瑛町の「四季彩の丘」と愛車モビリオスパイク写真は美瑛町の「四季彩の丘」と愛車モビリオスパイク

震災で生き残ったメダカをボラン震災で生き残ったメダカをボラン
ティアで育てている庄子春吉さんティアで育てている庄子春吉さん

車中泊車中泊
日本日本
舞踊舞踊 メダカメダカ

アンケート
実施日
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令和 4年 6月号 （2）

シ
ル
バ
ー
世
代
に
オ
ス
ス
メ
の

イ
ベ
ン
ト
や
情
報
を
重
点
的
に

集
め
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
６
月
12
日（
日
）・
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

　
会
場
／
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

　
受
講
料
／
６
０
０
０
円

※
各
10
時
〜
15
時
の
３
日
間
コ
ー
ス
。

孤
独
や
心
の
病
を
抱
え
る
方
々
に
寄

り
添
う
活
動
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
日
常
の
中
で

も「
傾
聴
」は
活
か
せ
ま
す
。

問  

☎
０
７
０（
２
０
２
５
）８
２
０
０

マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・

せ
ん
だ
い
発
表
会

　
６
月
26
日（
日
）13
時
〜
15
時

　
会
場
／
若
林
区
文
化
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料
・
80
名
に
入
場
制
限

　
会
員
募
集
中

問  

☎
０
９
０（
１
３
７
９
）７
７
７
４（
木
村
）

シ
ニ
ア
限
定
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

大
人
の
茶
話
会

　
６
月
26
日（
日
）13
時
30
分
〜

　
会
場
／
ホ
テ
ル
・
ユ
ニ
サ
イ
ト（
モ
ン
ト
レ
裏
）

　
男
性
５
０
０
０
円
・
女
性
２
０
０
０
円

問  

☎
０
９
０（
７
７
９
０
）５
４
８
０（
太
陽
の
会
）

う
ち
わ
作
り
体
験
講
座

　
６
月
29
日（
水
）10
時
〜
12
時

　
会
場
／
大
野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費
／
３
０
０
円（
材
料
代
）

※
日
本
手
ぬ
ぐ
い
か
ら
手
ぬ
ぐ
い

の
柄
を
切
り
取
り
、
真
っ
白
い
う

ち
わ
に
貼
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

う
ち
わ
を
作
り
ま
す
。
定
員
30
人
。

問  

セ
ン
タ
ー
☎（
２
４
７
）１
０
０
５

介
護
講
座
　
　
　
　          

▼
テ
ー
マ
別
介
護
講
座

『
一
億
総
介
護
時
代

〜
知
っ
て
お
き
た
い
医
療

の
こ
と
・
介
護
の
こ
と
〜
』

　
６
月
７
日（
火
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
介
護
ナ
イ
タ
ー
講
座

『
高
齢
者
に
多
い
疾
患
と
予
防
』

　
６
月
27
日（
月
）18
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
会
場
は
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象
は
市
民
（
仙
台
市
内
在
住
か
お
勤
め
の
方
）

受
講
料
無
料（
※
希
望
者
の
み
テ
キ
ス
ト
代
）

問  

仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団  

介
護
研
修
室

　
☎（
２
１
５
）３
７
１
１

野
山
ウ
ォ
ー
ク
・
自
然
観
察

野
山
ウ
ォ
ー
ク
・
自
然
観
察

毎
月
、
平
日
、
土
日
も
含
め
て
５
回
程

度
実
施
。
参
加
希
望
の
方
は
開
催
日
を

問
い
合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込
み
を
。

※
参
加
費
５
０
０
円
。
昼
食
飲
み
物

等
は
各
自
持
参
。
申
込
は
３
日
前
迄
。

　
場
所
／
仙
台
市
西
部
の
里
山

問  

東
北
ア
ウ
ト
ド
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
０（
８
６
１
６
）１
３
９
７

相
続
無
料
相
談

　
開
催
中
　
〜
８
月
31
日（
水
）

　
　
　
　
　
10
時
〜
19
時
30
分

（
最
終
受
付
18
時
）

　
会
場
／
仙
台
三
越
定
禅
寺
通
り
館
１
階

問  

仙
台
相
続
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎（
７
９
６
）５
８
０
５

ま
ち
の
き
お
く
を
あ
つ
め
る
、
か
た
る

昭
和
の
し
お
が
ま  

― 

海
と
ま
ち 

―

　
開
催
中
　
〜
６
月
19
日（
日
）

10
時
〜
17
時（
月
曜
休
館
）

　
会
場
／
塩
竈
市
杉
村
惇
美
術
館

　
観
覧
料 

一
般
２
０
０
円

問  

塩
竈
市
杉
村
惇
美
術
館

　
☎（
３
６
２
）２
５
５
５

気
楽
に
楽
し
く 

エ
ッ
セ
イ
を
書
こ
う

　
６
月
11
日（
土
）11
時
〜
12
時
30
分

　
会
場
／
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

　
参
加
費
／
１
３
０
０
円（
会
員
１
０
０
０
円
）

家
族
に
伝
え
た
い

自
分
史
を
書
こ
う

　
６
月
11
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時

（
会
場
＆
参
加
費
＆
問
合
先
は
同
じ
）

問  

サ
ロ
ン
☎（
２
１
７
）０
１
０
１

仙
台
三
十
三
観
音
巡
り

　
６
月
12
日（
日
）　
９
時
出
発

　
参
加
費
／
２
５
０
０
円（
一
般
）

　［
第
三
行
程
］26
番
〜
33
番
札
所

　「
四
郎
丸
・
上
飯
田
・
三
十
三
番

　

目
札
所
の
向
山
ま
で
は
、
歩
く

　

行
程
が
最
も
長
い
第
三
行
程
地
域
」

※「
杜
の
都
・
仙
台
」を
歩
き
、
見
え

な
か
っ
た
街
の
顔
や
自
然
を
発
見
、

運
動
と
共
に
参
加
者
の
交
流
を
図
り

歴
史
あ
る
街
の
認
識
を
深
め
ま
す
。

問  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
楽
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
宮
城

☎（
２
６
１
）９
８
６
９

コ
ロ
ナ
禍
の
い
ま
だ
か
ら
、
知
っ
て
お
き
た
い

感
染
症
／
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル

　
６
月
12
日（
日
）13
時
30
分
〜
15
時

　
会
場
／
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

　
参
加
無
料
　
※
事
前
予
約
が
必
要

※
医
療
現
場
で
日
々
決
断
を
迫
ら
れ

る
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長
の
立
場
か

ら
、
総
合
南
東
北
病
院
の
渡
邉
睦
弥

氏
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
対
応
や
リ

ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
の
活
用
法
に
つ
い
て

紹
介
。
質
疑
応
答
あ
り
。

問  

日
本
尊
厳
死
協
会
東
北
支
部

　
☎（
２
１
７
）０
０
８
１（
平
日
10
時
〜
16
時
）

傾
聴
サ
ロ
ン

傾
聴
サ
ロ
ン
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　      

　
６
月
４
日（
土
）10
時
〜
15
時

　
　
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
　

　
※
参
加
無
料（
要
予
約
）

問  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
仙
台
傾
聴
の
会

　
☎
０
９
０（
６
２
５
３
）５
６
４
０

傾
聴
茶
話
会

傾
聴
茶
話
会
　
　
　

　
　
　   

   

　
６
月
11
日（
土
）13
時
30
〜
14
時
30
分

　
仙
台
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

※
参
加
無
料（
予
約
不
要
）

問  

☎
０
７
０（
２
０
２
５
）８
２
０
０

作
品
募
集
中

「
第
31
回
シ
ル
バ
ー
創
作
展
」

部
　
門
／
洋
画
・
日
本
画
・
書
・

　
　
　
写
真
・
工
芸
・
手
工
芸

対
　
象
／
市
内
在
住
か
通
学
・
勤
務
す
る

　
　
　
60
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

申
込
締
切
／
６
月
20
日（
月
）必
着

出

品

料
／
１
作
品
　
５
０
０
円

開
催
日
程
／
７
月
23
日（
土
）〜
28
日（
木
）

（
会
場
は
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
）

問  

☎
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
交
流
啓
発
係

☎（
２
１
５
）３
１
７
０

会
員
募
集

歌
ご
え「
ソ
ン
グ
・
ブ
ー
ケ
」

　
毎
月
第
３
ま
た
は
第
４
水
曜
日 

　
　
　
　
　
　 

13
時
30
分
〜
15
時

　
会
場
／
西
中
田
コ
ミ
セ
ン
　

　
参
加
費
／
４
０
０
円

※
感
染
対
策
を
継
続
し
な
が
ら
楽
し
く

歌
っ
て
ス
ト
レ
ス
解
消
し
て
い
ま
す
。

問  

☎
０
７
０（
５
６
０
８
）０
７
５
６（
坂
部
） 

演
出
者
募
集

芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ふ
れ
愛
の
つ
ど
い

　
11
月
６
日（
日
）10
時
〜
16
時

　
会
場
／
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

※
演
技
者
、
ス
タ
ッ
フ
、
募
集
中
。

問  

☎
０
９
０（
２
８
８
９
）７
４
７
４（
小
磯
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
事
前
に
確
認
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

●

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
着
信
音
を
作
る
こ
と
。
四
季
折
々
の

風
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
を
作
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は

「
ア
ジ
サ
イ
」「
あ
め
」「
か
え
る
」「
海
に
行
こ
う
」「
山
」、秋
に
は「
哀
愁
」「
秋
雨
」

「
紅
葉
」「
紅
い
橋
」「
陽
だ
ま
り
」「
ほ
た
る
」、冬
に
は「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

「
星
空
」「
ゆ
き
」「
広
い
水
面
」他
、「
し
ず
く
」「
太
鼓
」「
川
の
な
い
町
」「
愛

の
断
片
」「
雲
」等
、
約
50
曲
位
準
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
前
の
音
響
装

置
を
引
っ
さ
げ
、
地
域
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。 

菱
沼
俊
行
75

●

川
柳
を
や
っ
て
ま
す
と
ボ
ケ
ま
せ
ん
。
毎
日
日
記
を
付
け
て
い
ま
す
。
昔

は
民
謡
も
習
っ
て
老
人
ホ
ー
ム
や
病
院
等
を
廻
り
ま
し
た
。 

小
田
中
榮
市
90

女
性 
　
　
　
　
　
数
字
は
年
齢
（
敬
称
略
）

●

約
45
年
前
、
旅
の
途
中
の
移
動
の
た
め
に
五
能
線
に
乗
り
ま
し
た
。
乗
り

換
え
の
東
能
代
で
は
、
接
続
が
悪
く
て
ず
っ
と
電
車
を
待
ち
ま
し
た
。
Ｇ
Ｗ

な
の
に
来
た
電
車
の
乗
客
は
少
な
く
、
海
側
の
座
席
か
ら
日
本
海
が
見
え
ま

し
た
。
こ
の
季
節
だ
っ
た
か
ら
と
思
い
ま
す
が
、
太
陽
の
光
が
キ
ラ
キ
ラ

と
海
に
反
射
し
て
、
人
の
い
な
い
海
辺
が
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
旅
先
で「
い
ち
ば
ん
き
れ
い
だ
っ
た
所
は
ど
こ
か
」と
聞
か
れ
た
時
、

「
五
能
線
」と
答
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
五
能
線
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と

聞
か
れ
ま
し
た
が
、
い
つ
し
か
有
名
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
ネ
。
そ
の
美
し

さ
を
ず
っ
と
前
か
ら
知
っ
て
い
た
こ
と
が
、
ち
ょ
っ
と
自
慢
で
す
。
何
も
期

待
し
て
い
な
か
っ
た
分
、
驚
き
の
自
然
の
美
し
さ
で
し
た
。 

木
村
鏡
子
65

●

料
理
づ
く
り
が
好
き
な
の
で
、
脳
ト
レ
を
兼
ね
て
夕
食
を
作
っ
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。「
嬉
し
い
」と
飛
び
上
が
っ
て
喜
ぶ
方
か
ら
笑
顔
と

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
留
学
生
の
三
歳
の
女
の
子
は
私
を
見
る
と
、「
ば

あ
ち
ゃ
ん
！
お
い
し
い
も
の
」と
言
い
ま
す
。
老
老
介
護
の
方
、
老
老
で
お

店
を
や
っ
て
い
る
方
、
み
ん
な
友
だ
ち
で
す
。 

岡
本
幸
子
79

●

長
生
き
の
母
は
98
歳
ま
で
認
知
症
も
な
く
元
気
で
し
た
。
私
も
そ
う
あ

り
た
い
と
川
柳
に
挑
戦
。
脳
ト
レ
を
し
て
い
ま
す
。 

本
郷
佑
子
80

●

昔
、
マ
ド
ロ
ス
大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。 

山
田
和
子
78

●

私
の
自
慢
は
、
超
シ
ル
バ
ー
川
柳
の
本
に
載
せ
る
か
ら
と
、
自
宅
に
カ
メ

ラ
マ
ン（
※
編
集
長
の
私
だ
っ
た
ん
で
す
よ(

笑)

）や
記
者
の
方
が
来
て
、
私

の
写
真
を
撮
り
、
川
柳
グ
ッ
ズ
等
に
写
し
て
載
せ
て
下
さ
っ
た
の
で
大
変
良

い
記
念
に
な
り
ま
し
た
。
10
年
誌
、
５
年
誌
、
次
に
３
年
と
日
誌
を
付
け
て

い
ま
す
。
ず
い
ぶ
ん
前
の
子
ど
も
達
、
孫
達
の
様
子
が
分
か
り
楽
し
い
で
す
。

東
北
大
学
名
誉
教
授
だ
っ
た
父
が
昭
和
天
皇
に
招
待
さ
れ
自
分
の
研
究
し

て
い
る
流
体
力
学
の
話
や
実
験
の
様
子
を
申
し
上
げ
て
、
黄
綬
褒
章
や
文

化
功
労
賞
を
戴
き
ま
し
た
。
お
葬
式
は
東
北
大
学
の
記
念
講
堂
で
西
澤
潤
一

教
授（
当
時
）が
喪
主
と
な
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

松
田
瞭
子
95

●

今
、
自
慢
し
た
い
こ
と
は
、
朝
ド
ラ
の
撮
影
が
出
身
地
の
登
米
で
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
聞
か
れ
る
の
で
、
観
光
地
と
か
鰻
屋
さ
ん
と

か
、
は
っ
と
の
作
り
方
と
か
メ
モ
し
て
い
ま
す
。 

熊
谷
み
よ
子
73

●

70
〜
80
代
の
仲
良
し
友
達
５
〜
６
人
で
ス
ー
パ
ー
の
食
堂
で
週
2
回
ほ

ど
食
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

髙
橋
は
つ
ゑ
78

●

３
人
の
息
子
達
。
家
の
修
理
で
息
子
達
の
た
の
も
し
さ
を
思
い
知
る（
２

日
も
か
け
て
床
を
直
す
）。
古
び
た
物
置
も
見
違
え
る
程
に
。 

鹿
又
和
子
80

●

小
学
生
の
女
孫
が
髪
を
長
く
し
て
、
寄
付
す
る
と
の
こ
と
。
ど
こ
ま
で
長

く
す
る
の
か
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
昭
和
２
年
頃
の
父
の
パ
ス
ポ
ー
ト
、

パ
リ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
絵
は
が
き
。 

遠
藤
英
子
84

●

孫
も
大
き
く
な
り
、
引
っ
越
し
の
日
、
思
わ
ず
抱
き
つ
い
て
泣
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
小
さ
い
時
、
墓
参
り
に
行
く
途
中
、
車
の
窓
を
開
け
て
大
き
く

口
を
開
け「
ハ
ー
ハ
ー
」と
。「
何
し
て
い
る
の
？
」と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
か

じ
ぇ
（
風
）食
べ
て
ん
の
ー
」と
可
愛
い
答
。 

横
尾
千
枝
子
84

●

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
会
場
に
、
年
令
に
は
見
え
ぬ
程
に
若
く
美
し
い
女
性

が
い
っ
ぱ
い
で
、
お
手
本
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

佐
藤
敏
子
75

●

昭
和
39
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全
試
合
の
記
録
ソ
ノ
シ
ー
ト
。 

木
村
尚
美
70

●

マ
ー
マ
ー
得
意
な
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
コ
カ
リ
ナ
。
読
み
聞
か
せ
で
小
学
校
、

図
書
館
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。 

鈴
木
ひ
ろ
子
70

●

何
に
も
勝
る
宝
物
は
、
40
年
以
上
も
お
付
き
合
い
し
て
い
る
女
友
達
３

人
で
す
。
特
に
病
め
る
時
な
ど
思
い
浮
か
べ
た
だ
け
で
も
心
が
安
ら
ぎ
ま
す
。

思
い
出
し
て
い
た
だ
け
で
、
必
ず
誰
か
か
ら
電
話
が
来
る
ほ
ど
念
力
を
感
じ

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
何
に
も
ま
し
て
友
達
の
存
在
は
大
で
す
。
特

に
川
柳
は
私
に
と
っ
て
一
番
の
楽
し
み
で
す
。 

岡
本
頴
子
81

●

絵
手
紙
、
書
い
て
友
に
送
っ
て
い
ま
す
。 

新
井
和
子
81

●

ザ
リ
ガ
ニ
の
天
ぷ
ら
二
度
食
し
ま
し
た
。
一
度
目
は
疎
開
先
の
米
山
町
で

農
家
の
子
が
ニ
ワ
ト
リ
の
餌
に
と
り
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
吸
っ
て
い
た
の
で
父
親

に
せ
が
み
、
天
ぷ
ら
に
し
て
も
ら
っ
た
時
、
二
度
目
は
仙
台
青
葉
山
の
池
で

子
供
が
捕
獲
し
た
の
を「
僕
も
食
べ
て
み
た
い
」と
言
わ
れ
天
ぷ
ら
に
し
て
あ

げ
た
時
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
外
国
で
は
好
ん
で
食
べ
る
国
が
あ
る
こ
と

を
以
前
テ
レ
ビ
で
放
映
し
て
い
ま
し
た
。 

三
浦
多
か
子
75

●

小
さ
い
ベ
ラ
ン
ダ
で
種
か
ら
ケ
ー
ル
、
パ
セ
リ
、
青
じ
そ
、
バ
ジ
ル
、
水

菜
、
育
て
て
ま
す
。 

清
野
聡
子
77

●

新
聞
や
本
を
見
て
の
い
ろ
ん
な
発
見
。
草
花
を
育
て
て
毎
日
語
り
か
け
て

成
長
を
見
守
る
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
自
然
に
包
ま
れ
る
。 

早
坂
ひ
ろ
子 

82

●

急
に
一
人
に
な
り
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
迷
い
ま
し
た
が
、
今
フ
ラ
イ
パ

ン
一
つ
で
料
理
を
作
り
楽
し
く
食
事
を
し
て
い
ま
す
。
写
真
に
話
し
か
け

た
り
も
し
て
い
ま
す
。 

藤
田
陽
子
さ
ん
83

●

主
人
の
退
職
を
待
っ
て
旅
行
し
た
か
っ
た
の
に
、
か
な
わ
ず
逝
っ
て
し
ま

い
、悲
し
み
の
代
償
と
10
年
間
、毎
年
海
外
旅
行
を
し
、本
場
の
演
劇
、音
楽
、

芸
術
に
触
れ
て
き
ま
し
た
。
今
は
そ
れ
が
心
の
癒
し
、
宝
石
よ
り
輝
く
財
産

で
す
。
孫
も
見
ず
に
逝
っ
た
主
人
で
す
が
、
孫
二
人
、
仏
前
に
花
や
土
産
を

い
つ
も
供
え
て
く
れ
ま
す
。 

山
岡
京
子
87

●

25
年
前
、
お
年
玉
年
賀
は
が
き
で
特
等
、
海
外
旅
行
。
仙
台
で
一
人
で

し
た
。
海
外
旅
行
し
た
こ
と
な
か
っ
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
高
橋
知
杏
92

●

く
じ
運
は
わ
り
と
良
い
方
で
す
。
思
い
が
け
ず
色
々
な
も
の
が
当
た
っ
た

り
す
る
の
で
マ
メ
に
応
募
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

今
野
弥
生
65

●

特
に
何
も
な
い
で
す
が
、
３
６
５
日
食
欲
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
全
く

な
く
て
、
食
事
が
楽
し
み
幸
せ
で
す
。 

高
橋
え
み
子
70

●

シ
ル
バ
ー
川
柳 

休
ま
ず
投
稿
10
年
で
す
。 

浅
利
桂
子
77 

●

カ
フ
ェ
が
大
好
き
。
コ
ー
ヒ
ー
飲
み
な
が
ら
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
。
健
康

法
は
朝
の
寒
風
摩
擦
。
す
っ
き
り
し
て
気
持
ち
い
い
で
す
。
佐
藤
ツ
ネ
子
80

●

麻
雀
。
福
岡
ド
ー
ム
と
楽
天
の
Ｖ
ｉ
Ｐ
ル
ー
ム
に
当
選
。 

鈴
木
洋
子
84 

●

20
年
前
、
イ
ン
ド
を
旅
し
て
サ
リ
ー
を
あ
つ
ら
え
、
ガ
ン
ジ
ス
川
の
沐
浴

を
体
験
し
ま
し
た
。
ガ
ン
ジ
ス
川
の
水
は
密
閉
し
た
状
態
で
現
在
も
自
宅

の
キ
ッ
チ
ン
に
鎮
座
し
、
我
が
家
を
見
守
っ
て
お
り
ま
す
。 

伊
藤
由
美
子
61

●

家
の
道
路
の
葉
っ
ぱ
を
ち
り
と
り
を
持
ち
掃
除
し
て
い
た
ら
、
古
川
第
二

小
学
校
の
男
子
児
童
に「
町
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」と
元
気
な
声
で
言
わ
れ
た
こ
と
。
感
激
し
ま
し
た
。 
阿
部
澄
江
67 

●

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
で
休
み
中
。
週
４
日

間
、
息
子
の
店
に
手
伝
っ
て
、
ま
か
な
い
食
作
っ
て
ま
す
。
村
上
し
づ
え
70

●

平
成
30
年
、
水
彩
展
で
奨
励
賞
を
い
た
だ
い
た
の
が
自
慢
。
及
川
た
い
子
73 

●

30
年
以
上
も
前
、友
人
か
ら
頂
い
た
た
っ
た
一
枚
の
葉
、
ス
ト
レ
プ
ト
カ
ー

パ
ス
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、
ご
近
所
さ
ん
に
も
広
ま
り
、
今
年
も
紫
の

花
を
咲
か
せ
始
め
ま
し
た
。 

小
関
美
枝
子
75

●

古
希
過
ぎ
て
か
ら
町
の
体
育
館
で
卓
球
を
始
め
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
し

（
週
２
日
約
３
時
間
ず
つ
）楽
し
み
の
一
つ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
な
い
期
間
も

あ
り
ま
し
た
が
、
健
康
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

鈴
木
昌
子
76

●

宮
城
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
芥
川
也
寸
志
さ
ん
の
サ
イ
ン
が

宝
物
。 

南
　
雅
子
82

●

住
ん
で
い
る
地
域
の
車
道
の
脇
に
、
毎
年
６
月
に
な
る
と
ピ
ン
ク
の
花
が

約
70
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ
て
咲
き
ま
す
。
水
や
り
、草
取
り
す
る
と
花
は
ち
ゃ

ん
と
応
え
て
く
れ
、
あ
ざ
や
か
に
咲
い
て
く
れ
道
行
く
人
を
和
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。
花
は
私
の
お
手
本
で
す
。 

小
野
寺
み
つ
子
74

●

絵
手
紙
を
始
め
て
23
年
、
絵
手
紙
日
記
を
始
め
て
12
年（
18
ｍ
×
28
㎝
の

ロ
ー
ル
紙
）、
只
今
84
本
目
。 

長
谷
川
登
美
72

●

在
職
中（
45
年
間
勤
務
）、
会
議
＋
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
日
本
全
国
巡
り
。
外

国
は
香
港
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ハ
ワ
イ
、
中
国
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
。
や
は
り
若
い
内
、
健
康
で
あ
れ
ば
機
会
を
作
り

旅
に
出
て
気
分
す
っ
き
り
す
る
の
が
一
番
で
す
。 

佐
藤
裕
子
76

●

父
と
父
の
妹
。
い
つ
も
前
向
き
で
、
お
話
し
好
き
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

病
院
で
も
人
気
者
で
し
た
。
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
父
と
叔
母
が

私
の
自
慢
で
す
。 

髙
橋
実
枝
子
61

小紙イベントにおいて小紙イベントにおいて
も参加者を魅了した山も参加者を魅了した山
田和子さんのマドロス田和子さんのマドロス

マドロスマドロス
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今
回
の
執
筆
者
／
仙
台
本
町
公
証
役
場
　
公
証
人
　
潮
見
直
之

職
金
の
受
取
人
は
、
会

社
の
定
め
る
退
職
金
規
定

に
定
め
ら
れ
て
い
る
は
ず

で
あ
り（「
同
居
の
親
族
」

等
）、
そ
こ
で
定
め
ら
れ

た
受
取
人
の
固
有
の
権
利

と
な
り
ま
す
か
ら
、
相
続

財
産
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
そ
の
場

合
に
は
遺
言
の
対
象
に
は

な
ら
ず
、
遺
言
書
に
書
い

て
お
く
必
要
は
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
会
社
の
退
職

金
規
定
に
死
亡
退
職
金
の

受
取
人
の
定
め
が
な
い
場

合
、
あ
る
い
は
受
取
人
が

単
に「
相
続
人
」と
定
め
ら

し
現
金
と
し
て
遺
言
者
の

財
産
と
な
り
ま
す
か
ら
、

預
金
な
い
し
現
金
と
し
て

遺
言
書
に
書
い
て
お
け
ば

足
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
死
亡
退

　
遺
言
者
の
生

前
に
支
給
さ
れ

る
定
年
に
よ
る
退
職
金

は
、
遺
言
者
自
身
に
支
給

さ
れ
、
支
給
さ
れ
た
退
職

金
は
遺
言
者
の
預
金
な
い

　
私
は
、
長
年
、
会
社
勤
め
を
し
て
お

り
、
３
年
後
に
定
年
を
迎
え
ま
す
。
会

社
に
は
退
職
金
規
定
が
あ
り
、
定
年
退
職
な
い

し
死
亡
退
職
の
際
に
は
相
当
額
の
退
職
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
万
が
一
の

と
き
に
備
え
て
遺
言
書
を
作
成
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
退
職
金
に
つ
い
て
も
遺
言
書
に

書
い
て
お
い
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
か
？
　
私

が
契
約
し
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
生
命
保
険

に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

れ
て
い
る
場
合
は
、
死
亡

退
職
金
は
遺
言
者
の
相
続

財
産
と
な
る
と
解
さ
れ
ま

す
か
ら
、
遺
言
で
そ
の
受

取
人
を
指
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
貴
殿
の

会
社
の
退
職
金
規
定
に
死

亡
退
職
金
の
受
取
人
が
ど

の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い

る
か
、
確
認
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
生
命
保
険
の
死
亡
保
険

金
の
受
取
人
も
、
保
険
契

約
に
よ
っ
て
受
取
人
が
指

定
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ

り（「
配
偶
者
」等
）、
そ
こ

で
定
め
ら
れ
た
受
取
人
の

固
有
の
権
利
と
な
り
ま
す

か
ら
、
相
続
財
産
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
受
取
人
が「
相

続
人
」
と
指
定
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
死
亡
保

険
金
は
遺
言
者
の
相
続
財

産
と
な
る
と
解
さ
れ
ま
す

か
ら
、
遺
言
で
そ
の
受
取

人
を
指
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ＱＡ

退
職
金
と
生
命
保
険
は
、遺
言
書
に
書
い
て
お
く
べ
き
？

いつでも無料相談
とりあえずお電話をどうぞ

（遺言・任意後見契約・その他）

仙台本町公証役場
仙台市青葉区本町 2-10-33　第２日本オフィスビル３Ｆ

☎（261）0744  公証人 潮見

手
作
り
作
品
の
委
託
販
売
・
交
流
の
場
に
も

ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ボ
チ
ュ
ー

シ
ニ
ア
が
煌

き

ら

め
く
空
間
を
目
指
し
て

性
。
販
売
を
委
託
し
て
い
た

店
が
閉
店
し
て
困
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
風
合
い
豊
か
な

裂さ

き
織お

り
の
コ
ー
ス
タ
ー
な

ど
数
多
く
の
作
品
を
出
品
し

た
86
歳
の
女
性
は
、
差
し
上

げ
て
ば
か
り
で
販
売
す
る
の

は
初
め
て
…
。「
手
作
り
と

い
う
と
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が

　
真
心
の
込
も
っ
た
シ
ニ
ア

世
代
の
手
作
り
作
品
を
店
頭

に
並
べ
て
、
販
売
ま
で
行
っ

て
く
れ
る
お
店
が
サ
ン
モ
ー

ル
一
番
町
に
５
月
３
日
、

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
落
ち
着
い
た
色
合
い
の
花

柄
の
バ
ッ
グ
を
出
品
し
て
い

た
の
は
、
な
ん
と
91
歳
の
女

イチ押し!
新店舗

強
い
で
す
が
、
男
性
に
も
出

品
は
も
ち
ろ
ん
、
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
み
に
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
ほ
し
い
」
と
店
主
の

安
藤
幸
子
さ
ん（
51
）。

　
専
業
主
婦
だ
っ
た
安
藤
さ

ん
が
店
を
出
す
に
至
っ
た
の

は
、
シ
ニ
ア
世
代
の
生
き
甲

斐
や
活
躍
の
場
を
作
り
た
い

と
い
う
思
い
。「
子
育
て
を

終
え
、
両
親
の
介
護
に
携
わ

り
な
が
ら
、
必
要
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
今
こ
そ
や
り
た

い
」と
決
心
し
た
そ
う
で
す
。

布細工、革細工、陶器など手作りの作品が並ぶ店内と安藤さん布細工、革細工、陶器など手作りの作品が並ぶ店内と安藤さん

写真左から86歳の方が作ったバッグ写真左から86歳の方が作ったバッグ
2点2点（各4,500円）（各4,500円）、、マフラー2点マフラー2点（各3,500円）（各3,500円）
91歳の方が作ったバッグ（2,000円）91歳の方が作ったバッグ（2,000円）

『シチリア・デシモーネ陶器』の『シチリア・デシモーネ陶器』の
東北初の常設店でもあり、東北初の常設店でもあり、鮮やか鮮やか
な色とシンプルな線を使って表現な色とシンプルな線を使って表現
する作品に触れることもできます。する作品に触れることもできます。

営業時間　12：00 〜 18：00
定休日　月曜日
住　所　青葉区一番町２ー７ー３
　　　　サンモールシティビル３階
　　　　　（金港堂本店の向かい）
電　話　０２２−２００ー２４８２

（ワークショップ等のレンタルスペースも有り）

ネ
ッ
ト
で
は
ダ
メ
な
理
由
が

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販

売
で
は
な
く
、
実
店
舗
に
こ

だ
わ
っ
た
の
は「
商
品
の
売

り
買
い
だ
け
で
は
な
く
、
出

品
す
る
喜
び
、
思
い
が
け
な

い
作
品
に
出
合
う
喜
び
、
そ

し
て
交
流
も
大
切
に
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
し
た
」（
同
）

　
店
内
に
は
普
段
使
い
や
敬

老
祝
に
ぴ
っ
た
り
な
作
品
も

沢
山
。
奥
様
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
男
性
陣
も
、
必
見
で
す
。

売
り
上
げ
の
90
％
を
バ
ッ
ク

　
出
品
方
法
は
、
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

①
電
話
で
出
品
を
申
し
込
む
。

②「
出
品
利
用
規
約
」に
同
意

し
て
か
ら
、
出
品
利
用
料

（
月
額
３
０
０
０
円
）を
納
入
。

（
※
出
品
点
数
は
複
数
で
も
可
） 

③
売
れ
た
ら
、
売
り
上
げ
の

90
％
が
振
り
込
ま
れ
る
。



令和 4年 6月号 （4）

ピ
ン
ク
ム
ー
ン

村
上
一
枝
80
　
青
葉
区
中
山
吉
成

　
4
月
16
日
の
夜
7
時
、
携
帯

が
鳴
っ
た
。
娘
か
ら
で
あ
る
。

い
つ
も
の
よ
う
に「
か
け
直
そ
う

か
」と
言
う
と
、
す
か
さ
ず「
い

い
よ
、
あ
ん
ま
り
月
が
き
れ
い

な
の
で
、
お
母
さ
ん
に
見
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
」。
あ
わ
て

て
外
に
飛
び
出
し
て
み
る
と
、

暗
闇
に
月
は
出
て
な
く
暗
か
っ

た
。
家
に
入
っ
て「
お
父
さ
ん
、

月
は
出
て
な
か
っ
た
よ
」と
言
う

と
、
夫
は
私
の
言
う
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
外
に
出
て
行
っ
た
。

夫
は「
や
っ
ぱ
り
月
は
出
て
い
た

よ
」と
、
私
に
大
き
な
声
で
言
っ

た
。
彼
は
月
は
出
て
い
な
い
と

い
う
私
に
、
認
知
？
を
心
配
し

た
こ
と
と
、
た
っ
た
今
40
代
の

女
性
が
結
婚
と
い
う
甘
い
言
葉

で
暗
号
資
産
か
ら
４
０
０
万
円

を
だ
ま
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
、
娘
と
重
ね
合
わ
せ

案
じ
て
い
た
ら
し
い
。

　
気
を
取
り
直
し
、
も
う
１
度

外
に
出
て
み
た
。
目
の
前
に
大

き
な
大
き
な
満
月
が
あ
っ
た
。

な
ん
て
ス
テ
キ
な
月
な
ん
だ
ろ

う
と
思
っ
た
途
端
、
の
ど
元
を

熱
い
も
の
が
通
り
過
ぎ
た
。
戦

火
の
も
と
に
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
人
々
…
、
早
く
戦
争
が
終
わ
っ

て
こ
の
月
を
ゆ
っ
く
り
眺
め
ら

れ
る
日
が
来
て
ほ
し
い
。

　
感
動
の
気
持
ち
を
共
有
し
た

い
と
い
う
娘
に
、
月
を
愛
で
る

気
持
ち
が
あ
っ
た
こ
と
は
嬉
し

い
限
り
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
の
お
花
見

白
取
悦
子
91
　
太
白
区
八
本
松

　
桜
の
季
節
と
な
り
、
ホ
ー
ム

で
は
４
月
４
日
か
ら
19
日
ま
で

「
お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
」が
始
ま
っ

た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、

私
は
14
日
。
い
よ
い
よ
１
回
目

（
４
日
）の
方
た
ち
の
日
、
ま
ず

ま
ず
の
天
気
で
10
時
出
発
。
お

昼
頃
に
帰
り
、「
桜
の
つ
ぼ
み
は

ま
だ
固
く
、
梅
の
花
が
綺
麗
に

咲
い
て
い
て
、
他
の
花
々
を
見

て
楽
し
ん
で
帰
っ
た
」と
。

　
長
期
予
報
に
よ
れ
ば
、
14
日

か
ら
雨
。
桜
は
10
日
過
ぎ
か
ら
、

つ
ぼ
み
が
膨
ら
ん
で
咲
き
始
め

た
。
い
よ
い
よ
14
日
、
予
報
通

り
朝
起
き
た
ら
雨
。「
私
は
晴
れ

女
な
の
に
。
車
窓
か
ら
の
花
見

だ
か
ら
、
ま
あ
い
い
っ
か
！
」と

思
っ
た
。
予
定
通
り
10
時
出
発
、

な
ん
と
雨
は
ほ
と
ん
ど
止
ん
で
、

花
ぐ
も
り
。
車
は
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
、
所
ど
こ
ろ
に
あ
る
桜

を
眺
め
な
が
ら
進
む
。
満
開
の

一
目
千
本
桜
の
前
で
は
、
思
わ

ず「
す
ご
い
、
き
れ
い
」と
感
嘆

の
声
を
上
げ
る
。
車
は
榴
ヶ
岡

公
園
を
ゆ
っ
く
り
通
り
、
さ
ら

に
西
公
園
へ
。
満
開
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
シ
ダ
レ
桜
の
濃
淡
の

ピ
ン
ク
色
は
お
見
事
！
　
お
店

も
並
び
、
夜
桜
で
賑
わ
う
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
、
車
は

八
木
山
ベ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
動
物

園
を
通
る
。
や
っ
ぱ
り
桜
は
日

本
一
の
花
だ
と
実
感
。
ホ
ー
ム

に
帰
り
待
望
の
豪
華
な
お
花
見

弁
当
。
数
種
類
の
料
理
と
竹
の

子
ご
飯
に
舌
づ
つ
み
、
大
満
足

の
お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
だ
っ
た
。

　
例
年
だ
と
、
お
花
見
を
し
て

そ
の
ま
ま
外
で
弁
当
を
い
た
だ

く
そ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
私

た
ち
を
守
り
な
が
ら
楽
し
ま
せ

て
く
れ
た
お
花
見
ド
ラ
イ
ブ
を

企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
施
設
の

職
員
に
感
謝
し
、
心
が
和
ん
で

い
る
。

看
護
学
校
の
寮
母
Ｏ
先
生

鹿
又
和
子
81
　
太
白
区
茂
庭

　
３
月
17
日
、
早
朝
、
リ
ー
ン

リ
ー
ン
と
電
話
。「
あ
！
和
ち
ゃ

ん
、
変
わ
り
な
い
？
　
地
震
大

丈
夫
？
」。
な
ん
と
50
年
前
か
ら

時
々
電
話
を
く
れ
る
看
護
学
校

の
寮
母
Ｏ
先
生
。
正
月
に
な
っ

て
か
ら
、
何
度
も
電
話
し
て
く

れ
て
い
た
と
。
丁
度
、
私
が
体

調
を
崩
し
て
入
院
し
て
い
た
頃
。

「
10
日
余
り
入
院
し
て
た
け
ど
、

今
は
元
気
に
な
っ
て
き
た
」と
答

え
る
と
、「
あ
〜
よ
か
っ
た
、
私

も
99
歳
に
な
っ
た
け
ど
、
元
気

だ
よ
！
」。
11
月
に
は
１
０
０
歳

に
な
る
そ
う
で
、
ビ
ッ
ク
リ
。

　
若
い
頃
、
看
護
師
兼
看
護
学

校
の
寮
母
を
さ
れ
て
い
て
、
冬

は
ス
キ
ー
を
時
々
楽
し
ん
で
い

た
。「
今
は
ス
キ
ー
は
や
め
た
け

ど
、
近
く
に
元
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ

ン
タ
ー
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
水
泳

が
出
来
る
の
で
１
年
中
泳
ぎ
に

行
く
」で
す
っ
て
。
元
気
を
無
く

し
て
い
た
私
は
、
先
生
の
声
に

「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
」と
気
を

取
り
直
す
こ
と
が
で
き
た
。

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
が

　
　
　
結
ん
で
く
れ
た
友
情

長
谷
川
登
美
73
　
青
葉
区
中
山
吉
成

　
先
日
、「
登
美
ち
ゃ
ん
、
シ
ル

バ
ー
ネ
ッ
ト
、
見
た
よ
」と
、
50

年
以
上
も
前
の
友
達
か
ら
突
然

電
話
が
き
ま
し
た
。
10
代
の
頃
、

太
白
区
か
ら
宮
城
野
区
の
我
が

家
ま
で
何
度
か
自
転
車
で
訪
ね

て
、
勉
強
を
教
え
て
く
れ
た
人
。

互
い
に
結
婚
や
引
っ
越
し
な
ど

で
疎
遠
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
で
繋
が
っ
た

こ
と
に
感
動
で
し
た
。

　
今
ま
で
の
出
来
事
が
一
気
に

蘇
り
ま
し
た
。「
あ
の
時
、
お
父

さ
ん
の
ジ
ャ
ン
バ
ー
を
借
り
て

男
装
し
て
き
て
く
れ
た
の
よ
ね
」

と
言
う
私
に
、「
雪
が
降
る
時
で
、

親
が
行
く
の
を
反
対
し
た
ん
だ

よ
」と
。「
分
か
る
分
か
る
、
そ

う
だ
よ
ね
。
あ
り
が
と
う
ね
」と
、

50
年
前
の
友
に
感
謝
。
生
涯
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
話
に
花
が

咲
き
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら

会
う
こ
と
を
約
束
。
互
い
に
高

齢
に
な
っ
た
私
た
ち
は
友
情
の

結
び
直
し
が
で
き
、
縁
結
び
の

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
に
感
謝
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ト
ロ
ン
ト
の
お
花
見

狩
野
牧
男
82
　
カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト

　
ト
ロ
ン
ト
の
桜
の
蕾

つ
ぼ
み

が
４
月

末
に
な
っ
て
や
っ
と
膨
ら
み
始

め
ま
し
た
。
ト
ロ
ン
ト
で
は
非

常
事
態
宣
言
も
全
面
解
除
さ
れ
、

ト
ロ
ン
ト
日
系
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

か
ら
お
花
見
会
の
嬉
し
い
便
り

が
届
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

会
え
な
か
っ
た
仲
間
た
ち
と
、

５
月
７
日
に
や
っ
と
３
年
振
り

の
再
会
で
す
。

　
お
花
見
会
の
場
所
は
ト
ロ
ン

ト
市
の
東
部
地
区
に
あ
る
大
き

な
公
園
で
す
が
、
２
０
１
６
年

に
こ
の
場
所
に
も
数
10
本
の
桜

の
木
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
の
桜
並
木
は
、
神
奈
川
県
相

模
原
市
と
ト
ロ
ン
ト
市
の
姉
妹

都
市
交
流
の
25
周
年
記
念
に
両

市
協
力
の
も
と「
ト
ロ
ン
ト
桜
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
メ
ン
バ
ー
が
植

樹
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
２
０
０
０
年
に
始
ま
っ
た「
ト

ロ
ン
ト
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

「
ト
ロ
ン
ト
と
オ
ン
タ
リ
オ
州
内

各
地
に
10
年
間
で
桜
の
苗
木
を

３
０
０
０
本
植
え
る
」と
い
う
目

標
を
掲
げ
、
在
ト
ロ
ン
ト
日
本

国
総
領
事
館
や
日
系
企
業
、
ま

た
ト
ロ
ン
ト
在
住
の
日
系
人
有

志
の
お
か
げ
で
２
０
１
２
年
に

達
成
し
ま
し
た
。

　
桜
は
日
本
の
美
を
象
徴
す
る

も
の
で
す
が
、
近
年
オ
ン
タ
リ

オ
州
内
で
も
そ
の
開
花
時
期
に

は
日
系
人
以
外
に
も
多
く
の
カ

ナ
ダ
人
た
ち
も
お
花
見
を
楽
し

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
ト
ロ

ン
ト
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
カ

ナ
ダ
と
日
本
両
国
の
親
善
と
相

互
理
解
促
進
に
ま
す
ま
す
貢
献

し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

心
地
良
い
時
間

千
葉
洋
子
71
　
太
白
区
長
町

　
今
、
整
体
院
に
通
っ
て
い
る
。

一
昨
年
夏
、
脊
柱
管
狭
窄
症
の

開
窓
手
術
を
受
け
た
が
、
そ
の

後
の
体
調
が
思
う
よ
う
に
回

復
せ
ず
、
何
と
か
な
ら
な
い
も

の
か
と
足
を
運
ん
で
み
た
の
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
病
院
で
の

待
ち
時
間
に
耐
え
ら
れ
そ
う
に

無
い
し
、
医
師
に
自
分
の
体
の

状
態
を
詳
し
く
伝
え
る
自
信
が

な
か
っ
た
の
も
大
き
な
理
由
だ
。

　
現
在
は
４
週
に
１
度
程
度
だ

が
、
当
初
は
週
１
〜
２
回
の
頻

度
で
通
い
続
け
た
こ
と
も
し
ば

し
ば
あ
っ
た
。
人
体
模
型
、
骨

の
人
形
を
使
っ
て
の
説
明
時
に

時
折
登
場
す
る「
○
○
筋
」「
○

○
骨
」と
い
う
名
称
も
、
た
だ
耳

を
素
通
り
す
る
だ
け
だ
っ
た
の

が
、
回
数
を
重
ね
る
う
ち
に
理

解
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。

　
も
は
や
１
年
半
ぐ
ら
い
の
お

付
き
合
い
と
な
る
先
生
は
、
私

の
息
子
た
ち
と
同
世
代
の
男
性
。

自
然
治
癒
を
促
す
た
め
の
巧
み

な
話
術
と
説
得
力
で
、
励
ま
し

続
け
て
く
れ
た
。
何
よ
り
脈
絡

の
な
い
私
の
質
問
や
疑
問
に
も

耳
を
傾
け
、
す
き
間
な
く
答
え

及
川
た
い
子
74 

岩
沼
市

中
村
佐
江
子
93 

太
白
区
鈎
取

長
谷
川
登
美
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青
葉
区
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吉
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久
慈
レ
イ
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会
リ
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又
和
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令和 4年 6月号（5）

て
く
れ
る
の
が
頼
も
し
く
心
地

良
い
。
最
近
の
私
に
は
、
整
体

院
で
過
ご
す
時
間
が
、
施
術
だ

け
で
な
く
贅
沢
に
も
至
福
の
時

と
変
化
。
さ
ら
に
縁
の
な
か
っ

た
情
報
や
知
識
キ
ャ
ッ
チ
の
場

と
も
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ

ん
な
思
い
の
中
、
次
月
の
予
約

日
を
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
、

セ
イ
タ
イ
と
書
き
込
ん
だ
。

市
民
健
診
の
大
切
さ

髙
橋
ス
マ
ノ
95
　
青
葉
区
落
合

　
４
月
の
市
政
だ
よ
り
と
一
緒

に
市
民
健
診
の
申
し
込
み
が

入
っ
て
き
ま
す
。
健
診
を
受
け

る
と
種
々
な
病
気
や
特
に
が
ん

な
ど
早
期
発
見
に
よ
り
、
命
が

助
け
ら
れ
る
の
で
す
。
私
も
胃

が
ん
と
大
腸
癌
が
発
見
さ
れ
、

胃
は
早
期
で
抗
が
ん
剤
治
療
も

せ
ず
に
２
個
を
内
視
鏡
に
て
切

除
、
そ
の
後
3
年
間
Ｘ
線
写
真

に
て
観
察
、
異
常
な
し
。
大
腸

癌
は
発
見
す
る
ま
で
５
年
か
か

り
ま
し
た
。
憩け

い
し
つ室
と
い
う
も
の

が
肛
門
の
近
く
に
あ
り
、
そ
の

場
か
ら
出
血
が
あ
り
発
見
が
遅

れ
、
人
工
肛
門
を
作
る
大
腸
切

除
の
手
術
と
な
り
、
今
現
在
、

異
常
な
く
元
気
で
生
き
て
お
り

ま
す
。
95
歳
に
な
り
ま
し
た
。

　
入
院
時
、
同
室
の
方
々
も
健

診
で
発
見
さ
れ
た
人
が
多
く
、

受
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り

ま
し
た
。
65
歳
過
ぎ
る
と
種
々

な
病
気
が
出
て
き
ま
す
。
老
後

は
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
り

た
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す

往
年
の
大
ス
タ
ー

菱
沼
俊
行
76
　
泉
区
将
監

　
過
日
、
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
・

ウ
ッ
ド
の「
ク
ラ
イ
・
マ
ッ
チ
ョ
」

と
い
う
映
画
を
観
て
き
ま
し
た
。

彼
自
身
が
監
督
と
主
演
を
務
め

る
50
周
年
記
念
作
品
、
老
人
と

少
年
の
交
流
の
物
語
で
愛
と
勇

気
と
友
情
の
集
大
成
を
盛
り
込

ん
だ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
映
画
で
し
た
。

　
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
・
ウ
ッ

ド
は
我
々
年
代
で
は
誰
で
も

知
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

若
い
こ
ろ
は
西
部
劇
に
多
く
出

演
。「
ロ
ー
ハ
イ
ド
」「
荒
野
の

用
心
棒
」「
ダ
ー
テ
ィ
ハ
リ
ー
」

「
夕
日
の
ガ
ン
マ
ン
」な
ど
、
数
々

の
映
画
界
の
大
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。
最
近
、
彼
が
主
演
の

映
画
で「
一
九
七
二
年
の
シ
ノ
ー

ラ
」が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
で
放
送
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
す
で
に
90
歳
を

越
え
て
い
ま
す
の
で
、
若
い
頃

の
カ
ッ
コ
良
い
姿
か
ら
は
想
像

で
き
ま
せ
ん
が
、
今
回
の「
ク
ラ

イ
・
マ
ッ
チ
ョ
」で
は
少
し
腰
が

曲
が
り
、
歩
く
動
作
も
穏
や
か
。

し
か
し
昔
を
知
っ
て
い
る
者
に

と
っ
て
は
、
共
感
の
思
い
と
何

か
大
き
く
引
き
つ
け
ら
れ
る
感

動
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
沢
山
の
映
画
に
出
演
し
、
ま

た
、
映
画
の
監
督
も
元
気
で
務

め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
映
画
好
き
の
私
は
、
毎
週
５

本
以
上
の
映
画
を
録
画
し
て
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
ダ
ビ
ン
グ
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
を
挿
入
し

て
印
刷
、
現
在
ま
で
３
０
０
本

以
上
制
作
し
ま
し
た
。
映
画
館

で
は
月
数
本
は
鑑
賞
。
座
席
数

30
〜
50
席
く
ら
い
の
小
さ
な
映

画
館
で
も
、
い
い
映
画
が
沢
山

上
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー

は
何
処
に
い
っ
て
も
千
円
位
で

鑑
賞
で
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
時
間
を
作
っ
て
は
映
画
鑑

賞
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ミ
ス
ミ
草
の
栽
培
に
成
功
！

水
戸
秀
雄
87
　
青
葉
区
川
平

　
私
が
山
野
草
を
好
き
に
な
っ

た
の
は
、
今
か
ら
40
年
前
。
友

達
と
一
緒
に
栗
駒
山
に
登
山
を

し
て
、
自
生
す
る
山
野
草
を
見

て
一
目
惚
れ
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
す
っ
か
り
と
り
こ
に
な
り
、

今
で
は
我
が
家
の
花
壇
に
カ
タ

ク
リ
、
日
本
サ
ク
ラ
草
、
エ
ビ

ネ
な
ど
約
50
種
類
を
主
と
し
て

地
植
え
で
育
て
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
私
が
一
番
魅
せ
ら
れ
た

花
は
、
ミ
ス
ミ
ソ
ウ（
雪
割
草
）

で
す
。
自
生
地
は
日
本
海
側
で

県
内
で
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

例
年
３
月
中
旬
に
な
る
と
雪
の

中
か
ら
花
芽
を
伸
ば
し
咲
き
出

し
ま
す
。
草
丈
約
10
セ
ン
チ
、

花
は
赤
・
白
・
紫
な
ど
変
化
に

富
ん
で
い
て
、
春
一
番
に
咲
き

ま
す
。
毎
年
の
よ
う
に
春
の
山

野
草
店
な
ど
で
買
い
求
め
て
育

て
て
い
ま
し
た
が
、
数
年
で
枯

れ
て
し
ま
い
栽
培
の
難
し
い
花

で
し
た
。
20
年
ほ
ど
前
に
同
じ

団
地
に
住
む
Ｎ
さ
ん
か
ら「
直
射

日
光
の
当
た
ら
な
い
場
所
に
古

い
土
は
除
去
し
て
腐
葉
土
、
赤

玉
土
、
鹿
沼
土
・
軽
石
・
バ
ー

ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
を
等
分
に
敷
い

た
ス
ペ
シ
ャ
ル
花
壇
を
作
っ
て

栽
培
し
て
み
て
は
」と
栽
培
の
極

意
を
教
わ
っ
た
の
で
し
た
。

　
居
宅
の
西
北
隅
の
一
坪
ぐ
ら

い
の
場
所
に
、
そ
の
通
り
に
花

壇
を
作
り
ミ
ス
ミ
ソ
ウ
を
植
え

て
み
ま
し
た
。
す
る
と
枯
れ
る

ど
こ
ろ
か
、
反
対
に
株
が
倍
増

し
て
毎
年
花
友
達
に
分
け
て
や

る
ほ
ど
で
す
。
私
の
元
気
の
源

は
山
野
草
栽
培
で
す
。
今
後
も

健
康
の
許
す
限
り
山
野
草
栽
培

に
励
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
里

阪
本
昭
憲
77
　
太
白
区
上
野
山

　
映
画「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の

フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ー
ン
。「
い
い
か

い
。
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
を

恨
ん
じ
ゃ
い
け
な
い
よ
」と
、
集

団
就
職
で
東
京
へ
向
か
う
中
学

校
を
出
た
ば
か
り
の
少
年
を
諭

す
寅
さ
ん
。
私
は
涙
を
禁
じ
得

な
か
っ
た
。
東
京
へ
向
か
う
生

徒
た
ち
の
体
調
を
気
遣
っ
て
、

保
健
衛
生
の
先
生
が
付
き
添
っ

て
行
っ
た
。
一
人
の
生
徒
が
泣

い
て
い
た
。「
昨
日
ま
で
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
妹
と
三
人
で
寝

て
い
た
。
私
が
い
な
く
な
っ
た

ら
妹
が
寂
し
が
る
だ
ろ
う
と
思

う
と
、
悲
し
く
な
る
」と
。
そ
れ

で
も
上
野
が
近
づ
く
と
、
居
ず

ま
い
を
正
し
、
キ
リ
ッ
と
し
た

顔
つ
き
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

私
の
同
級
生
は
東
京
の
豆
腐
屋

さ
ん
に
就
職
。
帰
省
時
に
三
つ

揃
い
の
ス
ー
ツ
に
両
切
り
の
タ

バ
コ
を
燻く

ゆ

ら
せ
て
い
た
。
　

　
読
者
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
、

仙
台
に
安
住
の
地
を
求
め
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
ま
ん
延
の
中
、
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
を
見
て
故

郷
を
遠
く
離
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
か
と
思
う
の
で
す
。

幼
な
面
残
し
た
君
が
健
気
に
も

故
郷
を
後
に
親
を
助
け
る

替
え
歌 児

玉
　
悟
75
　
青
葉
区
五
橋

　
笑
う
こ
と
は
免
疫
力
を
高
め

る
そ
う
で
す
。
西
洋
の
格
言
に

「
歳
を
と
る
か
ら
笑
わ
な
く
な
る

の
で
は
な
い
、
笑
わ
な
く
な
る

か
ら
歳
を
と
る
の
だ
」と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。 

♪
三
百
六
十
五
日
の
笑
い

（
三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
）

　幸
せ
は
　
歩
い
て
こ
な
い

だ
か
ら 

笑
っ
て 

行
く
ん
だ
ね（
笑
う
）

一
日
五
回
　
二
日
で
十
回

毎
日
笑
っ
て
　
増
や
そ
う
よ（
笑
う
）

人
生
は
　
い
ろ
い
ろ
　
あ
っ
て 

楽
あ
り 

苦
あ
り 

さ
ま
ざ
ま
で（
笑
う
）

あ
な
た
が
　
笑
っ
た
　
そ
の
あ
と
は

ス
ト
レ
ス 

解
消
さ
れ
て
ま
す（
笑
う
）

目
を
あ
け
て 

口
を
あ
け
て 

　
　
　
　
　
ワ
ン
ツ
ワ
ン
ツ
ー

休
ま
な
い
で 

笑
え（
笑
う
）

ソ
ッ
レ
！
・
ヤ
ッ
タ
ー
ヤ
ッ
タ
ー 

イ
ェ
ー
イ

プ
ラ
イ
バ
シ
ー 

中
沢
常
夫
85
　
青
葉
区
中
山

　
一
昔
前
ま
で
は
、 「
向
こ
う
３

軒
両
隣
」と
言
わ
れ
、
隣
近
所
と

の
親
密
な
お
付
き
合
い
が
あ
り

ま
し
た
。
都
会
に
お
い
て
も
引
っ

越
し
た
場
合
は
、「
お
世
話
に
な

り
ま
す
」
と
、
隣
近
所
に
あ
い

さ
つ
回
り
。
こ
れ
が
地
域
の
共

助
、
防
犯
・
防
災
力
、 

と
な
り
、

子
供
の
教
育
の
面
で
も
、
み
ん

な
で
声
が
け
を
し
て
励
ま
し
、

子
供
た
ち
は
社
会
力
を
育
ん
で

い
っ
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
戦
後
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
が
強
調
さ
れ
、 

こ

れ
が
他
人
に
干
渉
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
風
潮
に
な
り
、 

隣

近
所
の
親
密
感
が
薄
ら
い
で
い

ま
す
。
隣
の
人
が
ど
こ
に
働
い

て
い
る
か
も
聞
け
な
い
。 

子
供

に
も
軽
々
し
く
声
を
か
け
ら
れ

な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
パ
ー 

ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、

交
際
が
な
い
ば
か
り
か
、
表
札

も
掲
げ
な
い
状
態
で
す
。

　
こ
の
隣
組
の
お
付
き
合
い
が

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、 

問
題

に
な
っ
て
い
る
の
が
、 

Ｄ
Ｖ 

（
夫

婦
間
暴
力
）で
す
。
昔
だ
っ
た
ら

隣
近
所
の
人
が
中
に
入
り
、
解

決
し
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
今

で
は
暴
行
、
傷
害
事
件
に
発
展

し
、
警
察
沙
汰
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
親
が
子
供
を
虐
待

し
て
死
亡
さ
せ
る
、
悲
惨
な
事

件
が
発
生
。
隣
近
所
が
仲
良
く

し
て
交
際
し
て
い
れ
ば
起
こ
り

得
な
い
こ
と
で
す
。
更
に
は
、

独
居
老
人
の
孤
独
死
も
多
く
、

社
会
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
在
り
方
に
つ

い
て
、 

改
め
て
考
え
る
時
に
来

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

旅
立
ち
を
前
に（
２
）

吉
田
千
秋
90
　
大
阪
府
豊
中
市

　
今
年
の
春
は
駆
け
足
で
や
っ

て
来
た
。
桜
の
花
も
あ
っ
ち
こ
っ

ち
で
満
開
に
な
っ
た
。
け
れ
ど

私
の
心
は
さ
え
な
い
。
去
年
の

暮
れ
か
ら
の
座
骨
神
経
で
左
足

が
極
度
に
痛
く
、
と
て
も
桜
の

花
の
写
真
を
撮
り
に
行
く
元
気

な
ど
な
い
。
お
ま
け
に
プ
リ
ン

タ
ー
が
私
と
同
じ
よ
う
に
故
障

し
た
。
私
が
酷
使
し
た
ゆ
え
ん

だ
ろ
う
。
身
も
心
も
落
ち
込
ん

だ
日
々
が
続
い
た
。

　
嫌
だ
け
ど
、
施
設
に
入
居
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
時
が
来
た

の
か
な
？
　
そ
ん
な
こ
と
を
真

剣
に
考
え
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
管
理
者
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
相
談
。

彼
の
答
は
違
っ
た
。「
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
を
利
用
し
て
、
最
後
ま
で

自
分
ら
し
く
生
き
る
よ
う
に
」

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ
っ
た
。
信

頼
し
て
い
る
大
好
き
な
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
の
答
え
も
同
じ
。

今
暫
く
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
力
を

借
り
て
、
今
の
生
活
を
続
け
る

こ
と
に
す
る
。

　
そ
ん
な
矢
先
、
友
人
か
ら
老

人
ホ
ー
ム
ヘ
の
転
居
通
知
が
届

い
た
。
彼
の
奥
さ
ん
が
認
知
症

に
な
っ
て
か
ら
数
年
に
な
る
。

ご
苦
労
な
日
々
だ
っ
た
と
想
う
。

簡
単
に「
想
う
」な
ん
て
言
え
な

い
日
々
だ
っ
た
ろ
う
。
筆
者
も

以
前
、
認
知
症
の
友
と
半
月
間
、

生
活
を
共
に
し
た
。
た
っ
た
半

月
間
で
も
ギ
ブ
ア
ッ
プ
状
態

だ
っ
た
。
彼
は
よ
く
数
年
間
も

頑
張
っ
た
と
想
う
。

　
こ
の「
お
ば
あ
さ
ん
の
作
文
」

の
読
者
達
も
其
れ
な
り
の
お
歳

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
　
貴
方

は
最
後
の
住
み
家
を
何
処
に
し

ま
す
か
？
　
自
宅
で
す
か
？
施

設
で
す
か
？
　
そ
の
理
由
も
お

聞
か
せ
頂
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

高
齢
者
の
奉
仕
活
動
に
感
動

大
友
　
信
85
　
太
白
区
富
沢
西

　
現
役
引
退
後
、
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
・
指
導
、
在
仙
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

に
か
か
わ
り
、
奉
仕
の
自
負
が

あ
り
ま
す
。
近
隣
で
後
期
高
齢

者
の
方
が
道
端
の
空
地
に
き
れ

い
な
草
花
を
栽
培
し
て
い
る
光

景
を
見
か
け
ま
す
。
活
動
は
見

方
に
よ
っ
て
は
無
感
情
に
サ
ラ

リ
と
見
逃
し
が
ち
で
し
ょ
う
が
、

高
所
大
所
か
ら
賢
明
に
社
会
を

見
つ
め
、
素
晴
ら
し
い
営
み
で

あ
る
と
感
動
す
る
次
第
で
す
。

　
昔
は
勤
労
奉
仕
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
人
の
意

思
と
は
全
く
関
わ
り
な
く
、
い

つ
も
枠
組
み
の
中
で
さ
せ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
今
、
問
わ
れ
て

い
る
の
は
、
新
し
い
個
と
し
て

の
奉
仕
と
は
何
か
。
こ
こ
に
あ

げ
た
奉
仕
は
、
奉
仕
の
意
味
と

個
と
し
て
の
自
覚
を
得
て
の
活

動
で
あ
る
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

　
権
利
の
主
張
の
み
で
は
な
く
、

奉
仕
的
、
献
身
的
、
義
務
的
生

活
の
心
が
宿
っ
て
い
る
証
し
と

思
い
、
通
行
人
を
は
じ
め
多
く

の
方
た
ち
の
癒
や
し
、
明
る
い

社
会
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
間
違

い
な
し
と
痛
感
し
ま
し
た
。

悪
い
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
…

加
茂
昭
六
郎
79
　
太
白
区
長
町

　
沖
野
市
民
セ
ン
タ
ー
が
改
築

工
事
中
の
た
め
、
沖
野
ハ
ー
モ

ニ
カ
愛
好
会
会
員
の
私
は
若
林

市
民
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
知
人
か
ら
若
林
老
壮

大
学
入
学
を
勧
め
ら
れ
入
会
。

４
月
の
開
校
式
で
、
同
じ
班
の

知
ら
な
い
人
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
な
ん
と
シ
ル
バ
ー

ネ
ッ
ト
投
稿
常
連
の
飛
田
秀
雄

さ
ん
で
す
。「
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト

の
有
名
人
だ
か
ら
、
す
ぐ
分
か

り
ま
し
た
」な
ど
と
言
わ
れ
赤
面

の
思
い
で
す
。
そ
の
他
に
も
常

連
の
方
が
い
る
よ
う
な
の
で
、

身
を
清
め
慎
み
た
い
で
す
。

横
尾
千
枝
子
84 

太
白
区
東
中
田

佐
藤
千
代
子
69 

若
林
区
荒
井

庄
司
　
努
71 

太
白
区
リ
ハ
青
山

中
沢
常
夫
85 

青
葉
区
中
山

渡
邊
愛
子
95 

太
白
区
リ
ハ
青
山

小
野
さ
つ
き
79 

若
林
区
荒
井

小
原
秋
子
84 

村
田
町

佐
藤
ふ
さ
子
71 

青
葉
区
錦
ヶ
丘

大
友
寛
子
86 

太
白
区
あ
す
と
長
町

横
田
春
治
70 

宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷
東

結
城
勝
子
78 

宮
城
野
区
宮
千
代

小野寺幸子75 青葉区北目町 菅 　 誠 吾75 太白区西の平

佐々木幹児84 大和町菊地千鶴子69 富谷市富ヶ丘

関 　 正 勝79 青葉区中江 鈴 木 昌 子77 大河原町

松 田 瞭 子96 青葉区花壇

伊
藤
貞
子
93 

青
葉
区
中
山
台

木
村
鏡
子
66 

青
葉
区
中
江

松
元
ゆ
り
子
69 

富
谷
市
あ
け
の
平



令和 4年 6月号 （6）

※クオカードのプレゼントが復活しました。

今回の特選と秀作の方にもプレゼントいたします！

笑いは元気の素！　認知症の予防にもシルバー川柳　
　
青
　葉
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　ク
ス
ッ
と
笑
わ
せ
る
、
共
感
さ
せ
る

コ
カ
コ
ー
ラ
　温
泉
帰
り
　汽
車
で
飲
む
　	

中
　　江	

木
村
鏡
子
66

東
欧
の
　詳
し
く
な
っ
た
　国
の
位
置
　　　　　	

鷺
ヶ
森	

氏
家
正
彦
70

温
泉
は
　孫
の
成
長
　垣
間
見
る
　	

錦
ヶ
丘	

佐
藤
ふ
さ
子
71

湯
け
む
り
の
　鏡
の
ヌ
ー
ド
は
　乙
女
で
す
　	

錦
ヶ
丘	

佐
藤
ふ
さ
子
71

帰
省
理
由
　日
帰
り
温
泉
　め
ぐ
り
す
る
　　　	

昭
和
町	

紙
谷
義
和
72

朝
い
ち
の
　露
天
風
呂
　天
下
取
り
　	
葉
山
町	

青
木
三
郎
73

地
震
あ
り
　ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
有
り
　基
金
詐
欺
　	
み
や
ぎ
台	

加
藤
信
子
73

春
麗
ら
　買
い
取
り
群
が
る
　シ
ル
バ
ー
邸
　	

み
や
ぎ
台	

加
藤
信
子
73

古
稀
過
ぎ
て
　ア
イ
ド
ル
既
に
　興
味
失
せ
　　	

旭
ヶ
丘	
　　鈴
木
武
志
73

長
旅
で
　ク
セ
が
出
過
ぎ
る
　老
夫
婦
　　　　	

中
山
吉
成	

　　長
谷
川
登
美
73

銭
湯
が
　舞
台
の
ド
ラ
マ
　あ
っ
た
よ
ね
　	

桜
ヶ
丘	

　　山
本
憲
子
75

銭
湯
で
　社
会
の
ル
ー
ル
　教
え
ら
れ
　　　　　　　　	

五
　　橋	

児
玉
　　悟
75

楽
し
い
ネ
　県
民
割
で
　同
級
会	

中
　　江	

関
　　悦
子
77

遊
び
場
の
　銭
湯
い
ま
は
　文
化
財
　	

桜
ヶ
岡
公
園	

高
橋
廣
光
77

ア
イ
ド
ル
の
　名
さ
え
忘
れ
て
　喜
寿
を
越
す
　	

桜
ヶ
岡
公
園	

高
橋
廣
光
77

笑
え
な
い
　足
に
合
わ
せ
た
　屁
ん
な
音
　	

通
　　町	

清
水
定
芳
77

ア
イ
ド
ル
も
　化
粧
で
カ
バ
ー
　歳
取
ら
ず
　　　	

通
　　町	

阿
部
良
一
78

マ
ス
ク
し
て
　温
泉
つ
か
り
　息
苦
し
　　	

上
　　杉	

村
國
　　誠
78

チ
ラ
シ
観
て
　美
味
し
い
物
で
　つ
ば
を
の
む
　　	

宮
　　町	

大
和
田
久
美
78

が
っ
か
り
す
　我
が
身
二
の
腕
　干
し
大
根
　　	

宮
　　町	

大
和
田
久
美
78

成
分
が
　効
い
た
か
何
か
　元
気
出
る
　	

春
日
町	

堀
江
良
彦
79

す
っ
ぴ
ん
の
　心
に
な
っ
た
　イ
オ
ウ
の
湯	

小
田
原	

山
田
和
子
79

回
れ
右
　す
れ
ば
婆
も
　ア
イ
ド
ル
よ	

小
田
原	

山
田
和
子
79

ラ
イ
ブ
で
も
　客
も
歌
手
も
　老
・
老
に
　　　	

中
山
吉
成	

村
上
一
枝
80

コ
ス
プ
レ
で
　ア
イ
ド
ル
気
分
　孫
動
画
　　	

桜
ヶ
丘	

峯
田
紀
久
子
80

惚
れ
惚
れ
す
　米
寿
が
歌
う
　ケ
セ
ラ
セ
ラ
　　	

霊
屋
下	

岡
本
幸
子
80

下
駄
は
い
て
　背
中
に
子
供
　銭
湯
へ
　　	

山
手
町	

難
波
豊
子
80

脱
衣
所
の
　人
目
が
恐
く
て
　行
け
な
い
湯
　　	

旭
ヶ
丘	

本
郷
祐
子
81

何
に
効
く
　古
び
た
引
き
戸
　湯
治
宿
　　	

霊
屋
下	

岡
本
宏
正
81

積
み
上
げ
た
　カ
ラ
オ
ケ
演
舞
　座
に
興
す
　　	

東
勝
山	

梶
原
幸
子
81

若
さ
と
は
　胸
に
ア
イ
ド
ル
　年
忘
れ
　　	

東
勝
山	

梶
原
幸
子
81

パ
ー
ト
ナ
ー
　い
れ
ば
温
泉
　行
け
る
の
に
　	

台
　　原	

中
鉢
紀
雄
81

う
ら
や
ま
し
　互
い
に
気
遣
う
　老
夫
婦
　	

台
　　原	

中
鉢
紀
雄
81

腹
黒
も
　真
っ
白
に
な
る
　玉
子
の
湯
　　　	

中
　　江	

岸
田
紀
雄
82

我
が
家
で
の
　温
泉
気
分
　バ
ラ
の
湯
で
　　	

旭
ヶ
丘	

本
郷
泰
弘
83

夢
み
て
る
？
　ホ
ッ
ペ
つ
ね
っ
て
　み
た
ラ
イ
ブ	

小
田
原	

阿
部
清
子
83

そ
う
だ
っ
た
　校
歌
に
酔
っ
た
　春
が
あ
り
　　	

中
山
吉
成	

村
上
重
作
83

よ
っ
こ
い
し
ょ
　つ
い
出
て
し
ま
う
　声
の
杖
　　	

中
山
吉
成	

小
野
幸
子
84

娘こ

か
ら
孫
　成
人
着
物
　引
き
継
が
れ
　　	

東
勝
山	

佐
々
木
隆
雄
84

ボ
ケ
た
か
な
　ボ
ケ
た
振
り
だ
よ
　矢
張
り
ボ
ケ
　	五
　　橋	

藤
江
道
子
85

お
ム
ツ
し
て
　顔
は
パ
ッ
ク
で
　し
わ
伸
ば
す
　	

五
　　橋	

藤
江
道
子
85

道
の
駅
　過
疎
の
人
情
　買
っ
て
来
る	

台
　　原	

菊
池
幸
子
85

切
り
花
の
　短
い
命
　輝
か
せ	

台
　　原	

菊
池
幸
子
85

整
形
医
　一
番
良
い
の
は
　ほ
ど
ほ
ど
に	

中
　　山	

中
沢
常
夫
86

菖
蒲
湯
に
　つ
か
れ
ば
母
と
　田
舎
の
香
　　	

桜
ヶ
丘	

小
林
須
美
87

花
冷
え
の
　気
分
は
足
湯
　ホ
ッ
ト
マ
ッ
ト
　　	

桜
ヶ
丘	

小
林
須
美
87

湯
に
つ
か
る
　豊
か
な
胸
が
　う
ら
や
ま
し
　　　	

桜
ヶ
丘	

佐
藤
と
し
子
87

北
山
と
　三
山
は
ど
こ
か
な
　テ
レ
ビ
欄	

中
　　江	

木
村
　　忍
89

コ
ロ
ナ
去
り
　想
い
出
の
地
へ
　出
掛
け
た
い	

水
の
森	

宇
南
山
礼
子
90

１
０
０
か
ぞ
え
　湯
を
上
が
っ
た
ら
　子
の
気
分	

春
日
町	

篠
原
伸
江
93

ジ
ャ
ン
プ
す
る
　深
夜
ラ
イ
ブ
の
　尾
崎
豊	

春
日
町	

篠
原
伸
江
93

頑
固
も
の
　昭
和
一
桁
　桁
違
い
　　　　	

鷺
ヶ
森	

氏
家
さ
ゆ
き
93

夢
で
い
い
　母
の
背
中
を
　流
し
た
い	

落
　　合	

髙
橋
ス
マ
ノ
95

天
国
で
　思
い
出
し
て
ネ
　旅
の
夜	

落
　　合	

髙
橋
ス
マ
ノ
95

デ
イ
の
風
呂
　今
日
は
草
津
の
　エ
メ
ラ
ル
ド
　　	

花
　　壇	

松
田
瞭
子
95

子
供
抱
き
　五
右
衛
門
風
呂
は
　こ
わ
か
っ
た
　　	

花
　　壇	

松
田
瞭
子
95

女
湯
へ
　垢
擦
り
ひ
ょ
い
と
　投
げ
渡
す	

中
　　山	

山
本
敏
行
96

も
う
一
度
　行
き
た
い
夢
の
　家
族
旅
　　	

旭
ヶ
丘	

桜
井
安
子
96

地
震
後
に
　心
い
や
し
た
　秋
保
の
湯
　　	

旭
ヶ
丘	

桜
井
安
子
96

古
電
球
　そ
ろ
そ
ろ
切
れ
そ
ー
　プ
ー
チ
ン
と
　　	

中
山
吉
成	

平
　　繁
夫
　　

　
太
　白
　区
　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　「
標
語
」っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
に

入
浴
で
　パ
タ
カ
ラ
呪
文
　唱
え
ま
す
　　　	

上
野
山	

大
里
洋
子
68

マ
ス
ク
中
　し
み
し
わ
　く
す
み
　治
療
中	

鈎
取
本
町	

中
村
勇
子
69

温
泉
に
　入
ら
ず
芝
居
　観
て
帰
る	

鈎
取
本
町	

中
村
勇
子
69

銭
湯
で
　ラ
イ
ブ
観
た
い
な
　純
烈
の
　	

八
木
山
香
澄
町	

久
保
田
悦
司
69

忘
れ
な
い
　あ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
　百
恵
様
　　	

八
木
山
香
澄
町	

飛
田
秀
雄
70

憧
れ
た
　ア
イ
ド
ル
今
は
　孫
の
名
に
　　　	

長
　　町	

千
葉
洋
子
71

タ
カ
ラ
ヅ
カ
　目
指
し
た
美
声
で
　愛い

ぬ犬
を
呼
ぶ	

長
　　町	

千
葉
洋
子
71

ラ
イ
ブ
で
も
　シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
　探
す
癖
　　　	

上
野
山	

片
倉
陽
子
72

昔
ア
イ
ド
ル
　今
は
鬼
嫁
　変
化
球	

上
野
山	

片
倉
陽
子
72

水
泳
を
　覚
え
た
場
所
は
　共
同
湯	

土
手
内	

保
志
　　豊
72

懐
か
し
く
　並
ん
で
背
中
　流
し
合
う
　	

西
の
平	

日
野
実
千
代
72

音
楽
と
　ビ
ー
ル
に
酔
い
し
れ
　寿
命
延
び
　	

西
の
平	

日
野
実
千
代
72

客
室
の
　ホ
コ
リ
の
ひ
ど
さ
に
　ご
意
見
箱
　	

長
　　町	

千
葉
友
幸
73

御
三
家
と
　新
御
三
家
は
　区
別
付
く	

山
田
自
由
ヶ
丘	

熊
谷
み
よ
子
74

４
児
連
れ
て
　銭
湯
通
い
　凄
い
亡は

は母
　　　	

芦
の
口	

加
納
恵
子
75

贅
沢
に
　手
足
伸
ば
し
て
　同
料
金	
山
田
北
前
町	

髙
松
光
子
75

ま
だ
ま
だ
と
　マ
ス
ク
が
ぐ
ず
る
　湯
治
行
き
　	
郡
　　山	

渡
辺
不
二
夫
76

ア
イ
ド
ル
を
　記
憶
の
練
習
　ボ
ケ
防
止
　	

郡
　　山	

渡
辺
不
二
夫
76

縮
ん
だ
ね
ー
　け
ど
ピ
ッ
タ
ン
コ
　服
も
背
も	

西
の
平	

山
口
重
子
77

カ
ル
ガ
モ
の
　親
子
み
た
い
に
　行
っ
た
湯
屋	

東
中
田	
國
井
頼
子
78

一
寸
不
自
由
　世
話
好
き
友
が
　入
院
中	

東
中
田	
國
井
頼
子
78

ア
イ
ド
ル
の
　孫
も
今
じ
ゃ
〜
あ
　ハ
タ
チ
す
ぎ
　	

青
　　山	

末
永
　　均
78

出
か
け
た
が
　ど
こ
に
行
く
の
か
　当
て
も
無
し	

西
の
平	

山
岸
文
子
79

や
っ
て
み
た
い
　鳴
子
・
作
並
　庄
助
さ
ん
　　　　	

長
　　町	

加
茂
昭
六
郎
79

病
い
癒
え
　記
憶
の
世
界
　だ
け
に
居
る
　　	

鹿
　　野	

鹿
野
恵
子
79

大
浴
場
　口
を
隠
し
て
　下
隠
さ
ず	

東
中
田	

三
浦
千
司
80

銭
湯
の
　シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
　指
か
ぞ
え
　　	

緑
ヶ
丘	

小
島
晴
光
80

お
っ
ぱ
い
が
　湯
船
に
浮
か
ん
だ
　若
い
日
々
　　	

茂
庭
台	

高
橋
は
つ
ゑ
80

初
恋
を
　湯
舟
で
話
す
　同
級
会
　　	

茂
庭
台	

高
橋
は
つ
ゑ
80

ア
イ
ド
ル
も
　年
を
と
っ
た
ら
　祖
父
母
役
　　	

鹿
　　野	

伊
藤
悦
子
80

湯
治
湯
の
　語
り
も
は
ず
む
　回
復
期
　　	

鹿
　　野	

伊
藤
勝
雄
81

フ
ラ
ガ
ー
ル
　夢
見
た
友
は
　今
い
ず
こ
　　	

茂
　　庭	

鹿
又
和
子
81

早
起
き
し
　若
い
つ
も
り
が
　足
も
つ
れ
　　	

あ
す
と
長
町	

鈴
木
和
子
81

コ
ロ
ナ
別
　金
が
無
い
の
で
　旅
出
来
ず
　	

ひ
よ
り
台	

佐
々
木
利
明
82

窓
開
け
て
　昨
夜
の
夢
に
　さ
よ
な
ら
と	

東
中
田	

菊
地
八
千
代
82

息
子
か
ら
　ラ
ジ
オ
に
返
事
　や
め
て
よ
と	

東
中
田	

菊
地
八
千
代
82

若
者
の
　ラ
イ
ブ
に
混
じ
り
　ち
ょ
っ
と
浮
気	

緑
ヶ
丘	

佐
々
木
久
義
83

爺
さ
ん
の
　昔
ア
イ
ド
ル
　お
婆
さ
ん	

緑
ヶ
丘	

佐
々
木
久
義
83

美
人
の
湯
　入
っ
て
来
た
と
は
　言
え
ぬ
顔	

八
本
松	

南
　　雅
子
83

柚
子
湯
は
　心
も
癒
す
　冬
至
か
な	

鹿
　　野	

石
川
美
代
子
83

同
期
会
　必
ず
来
て
ね
！
に
　心
浮
く	

芦
の
口	

加
藤
宏
子
84

ボ
タ
ン
つ
け
　亡は

は母
の
指
ぬ
き
　ピ
ッ
タ
ン
コ	

東
中
田	

小
原
清
子
84

会
話
な
し
　昭
和
の
演
歌
で
　日
が
暮
れ
る	

東
中
田	

小
原
清
子
84

五
月
晴
れ
　嫌
な
こ
と
さ
え
　忘
れ
ま
す
　	

山
田
北
前
町	

高
橋
祐
子
84

我
が
一
生
　す
べ
て
夢
と
　花
と
散
る
　	

山
田
北
前
町	

高
橋
祐
子
84

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
　地
味
な
色
だ
け
　す
す
め
ら
れ	

東
中
田	

横
尾
千
枝
子
85

終
戦
後
　風
呂
屋
で
も
ら
っ
た
　蚤の

み

　虱
し
ら
み

　	

泉
　　崎	

遠
藤
英
子
85

人
生
で
　兄
姉
旅
行
は
　我
が
宝
　	

泉
　　崎	

遠
藤
英
子
85

い
い
湯
だ
な
　こ
こ
は
青
山
　リ
ハ
風
呂
よ
　　　　	

リ
ハ
青
山	

千
葉
家
壽
子
85

温
泉
と
　聞
い
た
だ
け
で
　前
向
き
に
　　　　	

リ
ハ
青
山	

千
葉
家
壽
子
85

恐
友
を
　天
使
に
変
え
た
　認
知
症
　　	

あ
す
と
長
町	

大
友
寛
子
87

温
泉
は
　脳
ボ
ケ
　シ
ワ
シ
ワ
　改
善
策	

袋
　　原	

佐
藤
文
子
87

の
ぼ
せ
る
ぞ
　湯
舟
で
潜
り
　は
し
ゃ
ぐ
子
等
　　	

泉
　　崎	

大
友
敏
子
88

リ
ー
ド
持
ち
　散
歩
に
出
た
が
　犬
忘
れ	

富
沢
南	

扇
　　光
男
88

生
前
葬
　も
っ
と
褒
め
て
よ
　そ
の
弔
辞	

富
沢
南	

扇
　　光
男
88

温
泉
と
　云
え
ば
ふ
る
さ
と
　思
い
出
す
　　　　	

リ
ハ
青
山	

大
里
み
や
子
88

年
老
い
て
　楽
し
む
会
話
　ま
ま
な
ら
ぬ	

あ
す
と
長
町	

荒
木
　　清
89

飲
み
薬
　十
八
種
類
と
　自
慢
友
　	

あ
す
と
長
町	

天
野
ハ
ル
90

元
気
出
せ
　夢
で
さ
わ
ぐ
　母
の
声
　	

茂
庭
台	

菅
野
宏
司
90

孫
帰
る
　柱
の
キ
ズ
見
に
行
く
　ジ
ジ
と
バ
バ
　	

茂
庭
台	

菅
野
宏
司
90

友
と
行
く
　日
帰
り
お
湯
の
　解
放
感
　　　　	

リ
ハ
青
山	

菅
井
安
子
90

銭
湯
で
　「
お
ー
い
シ
ャ
ン
プ
ー
」　投
げ
て
や
る
　	八
本
松	

白
取
悦
子
91

桃
の
花
　私
な
り
た
い
　姫
様
に
　	

あ
す
と
長
町	

阿
部
禮
子
91

目
が
ま
わ
る
　あ
ー
だ
こ
う
だ
と
　云
わ
れ
て
も
　	あ
す
と
長
町	

阿
部
禮
子
91

菓
子
も
ら
い
　糖
尿
な
っ
た
　ど
な
い
し
よ	

鈎
　　取	

中
村
佐
江
子
93

年
寄
り
に
　「
ラ
イ
ブ
」「
ア
イ
ド
ル
」　通
じ
ま
せ
ん	

長
　　町	

千
石
　　巌
93

又
逢
う
と
　約
束
そ
れ
が
　生
き
る
す
べ
　	

鹿
　　野	

岩
見
弥
生
94

急
死
し
た
　ジ
ー
ジ
　散
歩
と
　バ
バ
　ケ
ロ
リ	

鹿
　　野	

岩
見
弥
生
94

個
性
な
し
　そ
ろ
え
た
も
ん
だ
　同
じ
顔
　	

太
長
会
リ
ハ	

久
慈
レ
イ
94

施
設
内
　紙
の
花
見
で
　幼
稚
園
　	

太
長
会
リ
ハ	

久
慈
レ
イ
94

　
宮
　城
　野
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　み
ん
な
が
思
い
つ
か
な
い
発
想
で

か
け
な
が
し
　昔
の
こ
と
も
　か
け
な
が
し
　	

鶴
ヶ
谷
東	

横
田
春
治
70

戦
争
っ
て
　前
世
紀
か
と
　孫
が
言
う	

五
　　輪	

長
谷
川
義
昭
71

年
重
ね
　温
泉
仲
間
　写
真
だ
け
　	

萩
野
町	

齋
藤
由
紀
子
74

映
画
館
　ハ
ン
カ
チ
ど
こ
と
　泣
く
用
意	

五
　　輪	

長
谷
川
誠
子
74

こ
の
お
湯
は
　身
体
に
良
い
と
　治
っ
た
気
に
　　　	

大
　　梶	

佐
藤
信
夫
74

温
ま
り
　血
管
拡
が
り
　血
が
騒
ぐ
　　　	

大
　　梶	

佐
藤
信
夫
74

温
泉
を
　テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
　し
て
見
た
い
　　　	

鶴
ヶ
谷	

越
後
屋
和
男
74

期
待
し
た
　混
浴
は
皆
　爺
婆
だ
　　　	

鶴
ヶ
谷
東	

澁
谷
　　堯
75

腰
に
手
を
　湯
上
が
り
コ
ー
ヒ
ー
　一
気
の
み
　　	

燕
　　沢	

佐
藤
敏
子
77

平
和
だ
な
　足
湯
混
浴
　満
た
さ
れ
る
　	

田
子
西	

安
藤
恵
子
78

三
姉
妹
　愚
痴
も
疲
れ
も
　湯
で
流
す	

鶴
ヶ
谷	

菊
地
カ
ツ
子
78

楽
し
み
は
　父
を
迎
え
に
　湯
治
場
へ	

鶴
ヶ
谷	

菊
地
カ
ツ
子
78

友
が
減
り
　ラ
イ
ン
と
サ
ー
ク
ル
で
　補
充
す
る	

幸
　　町	

渡
辺
暢
久
79

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
　一
人
花
見
や
　三
年
目
　	

宮
千
代	

結
城
勝
子
78

　　　　Ｑ1

シ
ル
バー
川
柳

笑
い
あ
り
涙
あ
り

今
月
の
課
題	

銭
湯
・
温
泉

ラ
イ
ブ
・
ア
イ
ド
ル

投
稿
総
数
２
４
１
通
　
編
集
室
選

　締切 6月10日 （消印有効）※お手紙＆作品も

初めての方もご遠慮なく!!
（参加資格：６０歳以上  ・  投句料：無料）

ハガキに５句まで書いてお送り下さい。

氏名（フリガナ）は本名で ( ※ペンネームの
方は河出書房新社発行の本には原則掲載不可 )

年齢・住所・電話番号・アンケートの
回答（任意）を明記。※難しい字にはフリガナを

性別が分かりにくいお名前の方は性別もご記入を。

特選の方に 5,000円、秀作の方に 1,000 円のクオカードを
菱光リフト東北（株）様から進呈いたします。

※投稿された川柳の著作権は発行元に帰属します。

【個人情報の取扱について】　読者の皆様の個人情報は当社が責任を持って
管理いたします。尚、プレゼント商品の発送のために、商品提供社へ開示する
ことがございますのでご了承ください。第三者に開示することはございません。

①
湯
の
中
で
気
持
ち
良
く
な
っ
て
口
ず
ん
だ
一
曲
。
デ
イ
の
仲
間
や
職
員
さ
ん
の
手
拍
子
ま
で
付
い
て
ス
タ
ー
気
分
、
こ
れ
ま
た
最
高
！

②
か
わ
い
い
孫
と
の
風
呂
。
シ
ワ
さ
え
オ
モ
チ
ャ
に
さ
れ
て
一
役
。
③
人
生
１
０
０
年
時
代
、
だ
け
ど
ゴ
ー
ル
が
近
づ
け
ば
淋
し
さ
も
。

輝
く
星
に
過
去
を
重
ね
て
。
④
ど
ん
だ
け
待
っ
た
の
か
。
混
浴
に
抱
く
ロ
マ
ン
は
陰
り
な
く
？
　
ガ
ラ
ガ
ラ
、入
っ
て
き
た
の
は
…（
涙
）。

		

［
秀
作
］

「アンケート」にもご協力ください。

平和 （世界も、街も、家庭も、心も）

次の課題

※投句は課題、自由、どちらでも結構です。

義務では
ありません。

老人ホーム（介護施設）について
　Ａ . 入居していない方への質問
次の①〜③で、どれに当てはまりますか？
①いずれ入居するつもり（いつ？どんな時に？）
②入居したくはない　　（理由は？）
③分からない　　　　　（理由は？）

Ｂ . 入居している方への質問
④入居を決めたのは誰？（自分・子供・他）
⑤入居した理由（きっかけ）は？
⑥住み心地は？これから入居する方へのアドバイス

［
特
選
］

  

　
　
※
今
回
も
特
選
の
方
に
５
０
０
０
円
、
秀
作
の
方
に
１
０
０
０
円
の
ク
オ
カ
ー
ド
を
進
呈
致
し
ま
す
。

デ
ー
サ
ー
ビ
ス
　風
呂
で
民
謡
　ア
イ
ド
ル
だ
　　虹
の
丘
　　　
塚
本
洋
子
89



令和 4年 6月号（7）

嫁
ぎ
先
　五
右
衛
門
風
呂
の
　初
体
験	

鶴
ヶ
谷	

鈴
木
文
子
80

に
ご
り
湯
に
　卵
頭
の
　ジ
ィ
ジ
二
人	

鶴
ヶ
谷	

鈴
木
文
子
80

妻
見
入
る
　温
泉
チ
ラ
シ
　ボ
ロ
ボ
ロ
に	

鶴
ヶ
谷	

菅
原
角
一
80

今
日
も
又
　昨
日
と
同
じ
　一
人
居
は
　　	

東
仙
台	

勝
又
千
恵
子
81

次
々
と
　辛
い
ニ
ュ
ー
ス
を
　花
い
や
し
　　	

東
仙
台	

勝
又
千
恵
子
81

銭
湯
で
　子
供
の
親
娘
　今
も
友
　　	

榴
　　岡	

新
田
み
ち
子
81

嫁
仲
間
　月
に
一
度
の
　日
帰
り
湯	

鶴
ヶ
谷	

岡
本
頴
子
82

ニ
コ
や
か
に
　出
か
け
る
息
子
　残
る
バ
ア	

岩
　　切	

村
上
泰
子
82

水
仙
の
　つ
ま
さ
き
立
ち
て
　そ
り
返
り	

大
　　梶	

新
井
和
子
82

ま
な
板
で
　三
食
飾
る
　妻
の
腕	

苦
　　竹	

吉
田
征
四
郎
83

世
界
中
　軍
備
軍
備
は
　な
ん
の
た
め
　	

安
養
寺	

今
野
二
男
83

幼
き
日
　月
は
ま
ん
丸
　も
ら
い
風
呂
　	

榴
　　岡	

西
川
宜
孝
83

趣
味
仲
間
　笑
い
の
渦
で
　日
々
楽
し	

福
　　室	

阿
部
栄
一
84

あ
の
こ
ろ
は
　入
れ
墨
の
人
　い
ば
っ
て
た	

原
　　町	

今
部
治
朗
84

富
士
山
と
　白
帆
の
浮
か
ぶ
　湯
船
か
な	

原
　　町	

今
部
治
朗
84

桜
散
る
　入
歯
出
し
入
れ
　一
年
生	

二
の
森	

石
川
勢
津
子
85

次
の
世
の
　キ
ッ
プ
片
手
に
　芸
事
を	
二
の
森	

石
川
勢
津
子
85

光
っ
て
る
　湯
気
の
向
こ
う
の
　ハ
ゲ
頭
　	
苦
　　竹	

太
田
一
義
85

美
肌
の
湯
　長
湯
し
過
ぎ
て
　皺
だ
ら
け
　	

苦
　　竹	

太
田
一
義
85

ア
イ
ド
ル
は
　今
も
昔
も
　お
母
さ
ん	

平
　　成	

佐
瀬
　　嵩
85

風
　湯
気
に
　ゆ
ら
れ
て
入
る
　露
天
風
呂	

鶴
ヶ
谷	
村
井
冨
美
子
85

高
齢
者
　ア
ク
セ
ル
・
ブ
レ
ー
キ
　し
っ
か
り
と	

白
　　鳥	

太
田
　　清
86

銭
湯
で
　シ
ャ
ボ
ン
投
げ
ろ
と
　亡
母
の
声
　　　	

幸
　　町	

齋
藤
美
江
87

番
台
の
　美
人
女
将
は
　水
曜
日	

鶴
ヶ
谷	

青
木
敏
浩
88

浴
場
に
　熟
女
が
ひ
と
り
　ど
ぎ
ま
ぎ
し	

大
　　梶	

上
杉
義
弘
91

コ
ロ
ナ
禍
後
　散
髪
止
め
て
　貯
金
す
る
　　　　	

鶴
ヶ
谷	

渡
辺
健
次
郎
93

　
若
　林
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　「
五
・
七
・
五
」の
リ
ズ
ム
を
目
指
す

あ
こ
が
れ
た
　あ
の
人
は
い
ま
　別
世
界	

五
十
人
町	

大
森
　　晃
65

若
か
っ
た
　平
凡
　明
星
　追
い
か
け
て	

遠
見
塚	

白
鳥
三
代
子
68

新
し
く
　湧
き
出
て
み
ん
な
　
藤

（
ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス
仙
台
）

塚
へ	

遠
見
塚	

白
鳥
三
代
子
68

銭
湯
で
　覚
え
た
浪
曲
　今
孫
へ	

南
石
切
町	

東
海
林
芳
男
68

次
郎
長
も
　忠
治
も
い
た
よ
　銭
湯
に	

南
石
切
町	

東
海
林
芳
男
68

子
煩
悩
　父
と
銭
湯
　肩
ぐ
る
ま	

河
原
町	

木
村
尚
美
70

長
湯
爺
　声
か
け
る
孫
　生
き
て
る
よ
ね	

上
飯
田	

佐
藤
則
子
71

菜
の
花
と
　ウ
ク
ラ
イ
ナ
ひ
ま
わ
り
　重
ね
て
る	

上
飯
田	

鈴
木
ひ
ろ
子
71

古
希
過
ぎ
て
　親
父
バ
ン
ド
で
　若
が
え
り
　　	

遠
見
塚	

石
垣
友
秀
73

美
人
の
湯
　効
か
ぬ
姑
　効
い
た
嫁
　　	

沖
　　野	

秋
葉
秀
雄
75

美
人
の
湯
　偽
だ
と
婆
は
　鏡
割
り
　　	

沖
　　野	

秋
葉
秀
雄
75

慣
れ
ち
ゃ
っ
た
　ひ
と
り
カ
ラ
オ
ケ
　悪
く
な
い	

荒
井
南	

渡
辺
フ
ミ
76

尾
を
振
っ
て
　ア
イ
ド
ル
犬
の
　愛
想
良
さ	

若
　　林	

三
浦
多
か
子
76

酒
呑
み
も
　ノ
ン
ア
ル
に
な
り
　い
と
寂
し	

荒
　　井	

清
野
聡
子
78

長
男
の
　日
本
で
し
た
　慎
太
郎	

荒
　　井	

小
野
さ
つ
き
79

た
ま
っ
た
ね
　秘
湯
巡
り
　ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー	

文
化
町	

佐
藤
洋
子
79

プ
ー
チ
ン
さ
ん
　温
泉
浸
り
　ゆ
っ
た
り
と	

な
な
い
ろ
の
里	

安
達
　　董
80

ふ
る
さ
と
の
　庭
も
今
頃
　ラ
イ
ラ
ッ
ク	

大
和
町	

佐
藤
紀
子
82

目
が
覚
め
た
　今
日
も
自
由
だ
　老
の
幸
　	

若
　　林	

柏
崎
英
子
82

捨
て
よ
う
と
　思
っ
た
服
を
　ま
た
着
て
る
　	

若
　　林	

柏
崎
英
子
82

湯
上
が
り
の
　孫
の
ラ
イ
ブ
に
　大
笑
い
　	

文
化
町	

佐
藤
哲
造
83

山
菜
を
　採
っ
て
朝
餉
の
　湯
治
客
　　	

沖
　　野	

矢
口
敬
治
83

故
郷
は
　満
天
の
星
　露
天
の
湯
　　	

沖
　　野	

林
　　忠
夫
84

年
寄
り
は
　お
風
呂
が
目
当
て
　ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
　	

か
す
み
町	

専
徒
直
子
85

蛍
だ
け
　覗
き
見
許
す
　露
天
風
呂
　　	

か
す
み
町	

専
徒
直
子
85

又
こ
れ
た
　足
鍛
え
　あ
の
温
泉
に
　　	

文
化
町	

齊
藤
ユ
リ
子
85

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　本
の
貸
し
出
し
　子
供
ら
に
　　	

荒
井
南	

渡
辺
勝
江
85

山
あ
い
の
　湯
の
花
薫
る
　宿
さ
び
し
　　	

荒
井
東	

庄
司
宗
吉
87

庭
一
面
　花
咲
き
　蝶
舞
い
　友
を
よ
ぶ
　	

南
小
泉	

山
岡
京
子
88

洗
濯
機
　汗
と
ス
ト
レ
ス
　脱
水
し
　　　	

南
小
泉	

佐
藤
満
喜
子
89

友
よ
り
の
　花
束
嬉
し
　百
の
春	

文
化
町	

高
橋
知
杏
93

九
十
三
才
　ま
だ
働
け
る
　う
ぬ
ぼ
れ
て
　　　	

文
化
町	

狗
飼
艶
子
93

時
の
隙
間
　ゆ
ら
り
と
歩
く
　古
手
紙
　　　	

文
化
町	

狗
飼
艶
子
93

振
り
返
る
　歳
一
つ
越
え
　二
つ
越
え
　　	

大
和
町	

志
鎌
清
治
96

花
水
木
　八
十
路
の
心
も
　若
返
る
　　	

六
丁
の
目	

久
光
哲
朗
　　

退
院
後
　夫つ

ま

と
の
会
話
　密
に
な
り
　　	

六
丁
の
目	

久
光
哲
朗
　　

　
泉
　　　　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　言
葉
を
吟
味
し
、
作
品
に
キ
レ
味
を

露
天
風
呂
　日
の
出
を
待
っ
て
　の
ぼ
せ
て
る	

北
中
山	

今
野
弥
生
66

混
浴
で
　後
か
ら
お
客
　出
ら
れ
ま
せ
ん	

北
中
山	

今
野
弥
生
66

何
時
終
わ
る
　自
粛
生
活
　夢
は
旅	

向
陽
台	

髙
橋
え
み
子
71

回
覧
板
　と
ん
か
ら
り
ん
と
　廻
ら
な
い
　　	

将
　　監	

菱
沼
和
枝
72

俺
の
夢
　銭
湯
番
台
　上
が
る
こ
と	

南
中
山	

堀
江
喜
代
彦
74

壁
ご
し
に
　「
オ
ー
イ
上
が
る
ぞ
」　昭
和
の
日	

南
中
山	

堀
江
喜
代
彦
74

カ
タ
カ
タ
と
　石
鹸
な
ら
さ
ず
　ド
ア
ツ
ー
ド
ア	

将
　　監	

菱
沼
俊
行
75

ロ
シ
ア
側
　ど
こ
ま
で
フ
ェ
イ
ク
　通
す
の
か
　　	

七
北
田	

阿
部
昌
道
75

新
学
期
　祝
い
を
予か

ね

て
　入
浴
へ	

松
　　陵	

髙
橋
勝
見
78

母
の
日
に
　連
れ
ま
わ
さ
れ
て
　グ
ッ
タ
リ
と	

友
愛
町	

浅
利
桂
子
78

連
休
は
　留
守
番
頼
ま
れ
　爺
ひ
が
む	

友
愛
町	

浅
利
桂
子
78

よ
く
眠
り
　い
び
き
の
コ
ー
ラ
ス
　爺
と
婆
　　	

黒
　　松	

及
川
光
子
78

富
士
仰
ぎ
　背
中
流
し
の
　シ
ャ
ボ
ン
談
　　	

将
　　監	

庄
子
春
吉
79

熱
々
の
　二
人
で
入
っ
た
　せ
ま
い
風
呂
　　	

長
命
ヶ
丘	

阿
部
　　弘
79

肩
し
ず
め
　１と

お０
を
数
え
た
　樽
の
風
呂
　　	

長
命
ヶ
丘	

阿
部
　　弘
79

家
風
呂
を
　ス
ー
パ
ー
銭
湯
に
　明
け
渡
し	

歩
坂
町	

今
野
美
智
子
80

ス
ー
パ
ー
銭
湯
　オ
ン
パ
レ
ー
ド
の
　垂
れ
た
乳	

歩
坂
町	

今
野
美
智
子
80

投
薬
が
　食
事
代
わ
り
の
　人
生
さ	

根
白
石	

佐
藤
富
雄
81

襖
ふ
す
ま

越
し
　生
き
て
い
る
か
と
　婆
の
声	

根
白
石	

佐
藤
富
雄
81

兄
弟
の
　喧
嘩
仲
裁
　父
湯
船	

友
愛
町	

田
村
蒸
治
81

入
浴
剤
　昨
日
は
道
後
　今
日
草
津
　	

友
愛
町	

浅
利
勝
志
81

懐
か
し
い
　タ
オ
ル
預
け
た
　銭
湯
が
　	

友
愛
町	

浅
利
勝
志
81

骨
折
で
　入
院
し
た
け
ど
　ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
　	

加
　　茂	

佐
藤
ツ
ネ
子
81

老
二
人
　ラ
ン
プ
の
宿
で
　語
り
合
う	

南
光
台	

山
口
俊
彦
84

番
台
で
　ピ
ン
札
出
し
て
　曲
が
っ
て
見	

南
光
台	

山
口
俊
彦
84

ゆ
っ
く
り
と
　ス
マ
ホ
届
か
ぬ
　ラ
ン
プ
宿
　　	

将
　　監	

大
場
　　敬
84

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
　フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
　若
返
り
　　	

将
　　監	

大
場
　　敬
84

温
泉
で
　ア
ハ
ハ
オ
ホ
ホ
で
　過
ご
し
た
い
　　	

南
光
台	

菅
井
栄
子
84

大
浴
場
　滑
っ
て
転
ん
で
　視
線
あ
び	

虹
の
丘	

渡
邊
美
奈
子
85

動
画
着
　４
才
孫
に
　ハ
ー
ト
で
す
　　	

友
愛
町	

鈴
木
洋
子
85

ア
イ
ド
ル
の
　テ
レ
ビ
見
た
さ
に
　銭
湯
へ
　　　　	

旭
丘
堤	

熱
海
三
枝
子
86

鳴
子
の
湯
　硫
黄
の
香
り
　懐
か
し
い	

南
光
台	

小
野
寺
仁
87

温
泉
で
　子
や
孫
ひ
孫
　幸
福
だ
　	

虹
の
丘	

塚
本
洋
子
89

パ
ン
食
が
　高
け
り
ゃ
米
を
　食
べ
り
ゃ
よ
い	
泉
ヶ
丘	

生
出
貞
子
91

戦
後
の
湯
　汗
垢
油
　自
慢
声	
北
中
山	

髙
橋
良
平
93

リ
ッ
プ
つ
け
　若
い
気
持
も
　老ば

あ

は
老ば

あ	

泉
中
央	

佐
藤
き
み
子
94

三
つ
編
に
　長
き
白
髪
を
　整
え
て	

泉
中
央	

佐
藤
き
み
子
94

古
く
て
も
　色
柄
好
き
で
　二
十
年	

泉
中
央	
斉
藤
恵
美
子
95

オ
ッ
パ
イ
が
　ヘ
ソ
の
ゴ
マ
を
ば
　覗
い
て
る	

向
陽
台	
宮
坂
　　正
98

　
宮
城
県（
仙
台
市
を
除
く
）　　　
川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　少
し
時
間
を
置
い
て
か
ら
修
正
す
る

居
眠
り
で
　乳
頭
や
け
ど
　サ
ウ
ナ
通	

多
賀
城
市	

伊
藤
由
美
子
62

動
物
が
　混
浴
相
手
　秘
湯
の
湯
　　	

塩
釜
市	

佐
藤
勝
美
65

心
せ
よ
　平
和
は
崩
れ
　や
す
い
も
の
　	

塩
釜
市	

髙
橋
永
喜
67

『
神
田
川
』　銭
湯
の
に
ぎ
わ
い
　今
は
な
し	

大
崎
市	

阿
部
澄
江
68

天
地
真
理
　俺
の
シ
ン
デ
レ
ラ
　だ
っ
た
の
に
　　　	ひ
ま
わ
り
デ
イ	

千
葉
幸
規
70

夢
の
中
　仲
良
し
父
母
　湯
け
む
り
に	

富
谷
市	

松
元
ゆ
り
子
69

傷
に
効
く
　温
泉
通
い
　心き

も
ほ
ぐ
れ
　	

柴
田
町	

村
上
し
づ
え
71

三
助
に
　な
っ
て
美
人
を
　流
し
た
い
　	

多
賀
城
市	

伊
丹
俊
勝
73

内
風
呂
は
　魔
法
の
粉
に
　身
を
委
ね
　	

白
石
市	

星
　　　　明
73

絵
画
展
　今
年
こ
そ
は
　ボ
ケ
防
止
に	

岩
沼
市	

及
川
た
い
子
74

あ
な
た
こ
そ
　心
身
い
や
す
　く
す
り
で
す
　　　　	

岩
沼
市	

小
野
寺
み
つ
子
75

旅
の
疲
れ
　湯
は
一
番
の
　ご
ち
そ
う
で
す
　　　　	

岩
沼
市	

小
野
寺
み
つ
子
75

湯
上
が
り
に
　母
が
呼
ん
で
る
　自
販
機
前	

富
谷
市	

菅
原
育
子
75

コ
ン
サ
ー
ト
　派
手
な
服
着
て
　視
線
待
ち	

富
谷
市	

菅
原
育
子
75

《
ち
ば
編
集
長
よ
り
》

▼
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
る
よ
う

で
す
が
、「
ま
た
か
」で
す
か
ね
…
。
そ
ん
な
中
、

再
開
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
、
小
紙
イ
ベ

ン
ト
欄
も
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
外
出
の
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
。

▼
今
月
も
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

▼「
４
月
号
の
卒
婚
の
記
事
で
、
卒
婚
を
や
っ

て
み
た
い
人
の
割
合
が
少
な
く
ビ
ッ
ク
リ
！

友
は
み
ん
な
や
り
た
い
派（
類
は
類
を
呼
ぶ
？

笑
）」（
70
代
の
女
性
）。
小
紙
ア
ン
ケ
ー
ト
は

スポンサーの皆様、広告のご掲載、ありがとうございました。
読者の皆様、ぜひ広告欄もご活用くださいませ。

シルバーネットの発行に伴う経費は、広告掲載料と寄付金で賄っております。

次の方々からご寄付をいただきました。ありがとうございます。
西文化福寿会様、阪本昭憲様、岸田紀雄様

菱沼俊行様、佐藤優子様、高橋知杏様、高橋スマノ様
Ｔ・Ｙ様、Ｋ・Ｙ様、Ｍ・Ｓ様、Ｆ・Ｙ様

振込先：ゆうちょ銀行 02200-1-41603 みやぎシルバーネット

ヨ
ボ
ヨ
ボ
の
　爺
さ
ん
運
転
　俺
も
ま
だ	

多
賀
城
市	

菅
野
孝
司
75

高
齢
者
　ボ
ー
ッ
と
生
き
て
ん
じ
ゃ
　ネ
ェ
ー
よ
！	

多
賀
城
市	

菅
野
孝
司
75

母
の
背
を
　流
し
て
わ
か
る
　つ
ら
い
日
々	

村
田
町	

小
関
美
枝
子
76

湯
治
場
は
　入
口
別
で
　中
混
浴	

村
田
町	

小
関
美
枝
子
76

銭
湯
の
　会
話
な
つ
か
し
　昭
和
だ
ね
　	

大
河
原
町	

鈴
木
昌
子
77

三
桁
母
　パ
ズ
ル
が
仕
事
　脳
活
性
　	

大
河
原
町	

鈴
木
昌
子
77

滑な

め

か

わ川
湯
　夜や

き気
に
紛
れ
ば
　混
浴
も
　　	

多
賀
城
市	

佐
々
木
眞
智
子
78

届
け
た
い
　朝
陽
青
空
　彼
の
国
へ
　　	

多
賀
城
市	

佐
々
木
眞
智
子
78

湯
浴
し
た
　老
妻
少
し
　若
く
見
え
　　	

七
ヶ
浜
町	

佐
々
木
稔
78

銭
湯
後
　フ
ル
ー
ツ
牛
乳
　お
い
し
い
な
　　　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

佐
藤
京
子
78

デ
イ
昼
食
　キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
　皆
笑
顔
　　　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

三
浦
敏
郎
81

孫
が
来
た
　ビ
ッ
グ
ボ
ー
イ
に
な
っ
て
　婆
び
っ
く
り
　	

名
取
市	

米
倉
和
子
81

お
互
い
に
　湯
加
減
聞
い
て
　無
事
確
認	

村
田
町	

小
関
　　恭
81

ラ
ジ
オ
聞
き
　タ
レ
ン
ト
気
取
り
の
　我
姉
妹
　	

名
取
市	

坂
部
宏
子
82

嘘
じ
ゃ
な
い
　楽
し
い
旅
は
　若
い
内
　	

村
田
町	

小
原
秋
子
84

コ
ロ
ナ
禍
で
　サ
ウ
ナ
ざ
ん
ま
い
　ダ
イ
エ
ッ
ト	

富
谷
市	

髙
橋
義
雄
84

か
ん
高
い
　声
で
読
み
上
げ
　百
人
一
首
　　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

菅
野
悦
子
84

ラ
ン
ド
セ
ル
　手
足
が
付
い
て
　か
け
て
い
く
　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

梅
田
真
繁
85

秘
湯
の
宿
　蕎そ

ば麦
に
明
治
が
　浸
み
て
い
る	

富
谷
市	

門
馬
　　旭
88

か
が
み
み
て
　共
に
し
ら
が
で
　に
が
わ
ら
い
　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

石
崎
忠
雄
90

　
宮
城
県
以
外
　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　作
品
に
課
題
の
言
葉
を
入
れ
な
い
工
夫
を

名
も
な
き
湯
　効
能
　癒
や
し
と
　お
も
て
な
し
　	長
崎
県
諫
早
市	

本
田
哲
祥
62

返
納
か
　止
ま
る
つ
も
り
が
　急
加
速
　　　　　	

さ
い
た
ま
市	

村
川
純
一
63

会
食
は
　お
布
施
を
浮
か
し
　豪
華
に
し
　　	

茨
城
県
古
河
市	

櫻
井
康
雄
67

増
え
た
な
〜
　聞
こ
え
な
く
て
も
　い
い
こ
と
が
　	

茨
城
県
古
河
市	

櫻
井
康
雄
68

退
院
日
　涙
誘
っ
た
　ミ
ニ
ラ
イ
ブ	

長
崎
市	

中
田
利
幸
69

五
右
衛
門
風
呂
　九
九
言
わ
さ
れ
た
　父
と
風
呂	

長
崎
市	

中
田
利
幸
69

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
　母
も
ら
う
　	

岡
山
県
岡
山
市		

波
多
野
旬
子
70

父
介
護
　も
う
無
理
っ
ス
　そ
ん
な
日
も
　	

岡
山
県
岡
山
市		

波
多
野
旬
子
70

久
し
ぶ
り
　元
気
元
気
と
　言
っ
て
み
る
　	

陸
前
高
田
市	

上
野
か
つ
子
71

青
春
が
　死
ぬ
ま
で
続
く
　夢
の
中
　　	

千
葉
県
印
西
市	

山
田
　　明
71

じ
い
さ
ん
の
　ク
ル
マ
若
者
　ビ
ビ
ら
せ
る
　　	

千
葉
県
印
西
市	

山
田
　　明
71

舌
を
噛
む
　若
隆
景
の
　名
は
凶
器
　	

北
九
州
市	

川
添
雅
子
72

卒
婚
で
　無
限
に
伸
び
る
　赤
い
糸
　	

北
九
州
市	

川
添
雅
子
72

効
能
の
　外
れ
引
く
人
　湯
に
当
た
り	

北
九
州
市	

川
添
賢
次
73

ア
イ
ド
ル
は
　虚
像
の
裏
で
　も
が
い
て
る
　　	

東
京
都	

藤
田
　　孝
75

オ
ム
ツ
し
て
　バ
ス
旅
行
い
き
　大
は
し
ゃ
ぎ
　　	

東
京
都	

浅
見
富
江
75

長
生
き
も
　し
て
み
て
わ
か
る
　罠
が
あ
る
　　	

東
京
都	

浅
見
富
江
75

混
浴
の
　カ
ナ
ダ
の
温
泉
　水
着
着
て
　　	

カ
ナ
ダ	

ト
ロ
ン
ト	

狩
野
牧
男
82

福
耳
と
　言
わ
れ
た
耳
も
　難
聴
に
　　	

カ
ナ
ダ	

ト
ロ
ン
ト	

狩
野
牧
男
82

老
夫
婦
　今
の
暮
ら
し
は
　同
居
人
　　　	

カ
ナ
ダ	

ト
ロ
ン
ト	

狩
野
や
す
子
82

ま
ご
写
真
　パ
ッ
と
目
に
入
る
　じ
じ
の
部
屋
　　	

大
阪
府
高
槻
市	

大
須
賀
博
89

入
所
日
に
　老
人
ホ
ー
ム
の
　桜
咲
く
　　	

大
阪
府
高
槻
市	

大
須
賀
博
89

長
生
き
を
　し
過
ぎ
て
婆
の
　貯
金
ゼ
ロ
　　	

大
阪
府
豊
中
市	

吉
田
千
秋
91

花
の
下
　ラ
ン
ド
セ
ル
背
に
　子
ら
走
る
　	

東
京
都	

加
藤
孝
子
96

リ
ハ
ビ
リ
の
　散
歩
　藤
棚
で
　ひ
と
休
み
　	

岡
山
県
岡
山
市		

波
多
野
安
子
97

名
前
を
公
表
し
な
い
場
合
で
も
記

名
式
な
の
で
、
本
音
を
引
き
出
せ

な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

▼「
３
月
に
転
ん
で
右
手
首
を
骨

折
。
字
が
書
け
な
い
の
で
、
一
時

は
川
柳
や
め
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
最
近
、
字
が
書
け
る
の

で
始
め
ま
し
た
。
気
持
ち
を
入
れ

替
え
て
、
一
日
一
日
楽
し
く
生
き

た
い
と
思
い
ま
す
」（
泉
区
の
佐

藤
ツ
ネ
子
さ
ん
）。
心
配
し
て
ま

し
た
、
ま
ず
は
良
か
っ
た
で
す
ね
。

▼「
去
年
10
月
か
ら
投
稿
し
始
め

て
楽
し
み
で
も
あ
り
、
知
人
や
親

せ
き
仲
間
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま

す
」（
太
白
区
の
大
野
里
子
さ
ん
）。

知
っ
て
い
る
方
の
作
品
か
ら
元
気

を
も
ら
え
た
り
、
ま
た「
見
た
よ
」

の
一
言
が
励
み
に
な
り
ま
す
ね
。

▼「
斉
藤
恵
美
子
さ
ん
に
シ
ル

バ
ー
ネ
ッ
ト
を
勧
め
ら
れ
て
、
今

と
な
っ
て
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で

毎
月
楽
し
み
に
投
稿
し
て
い
ま

す
」（
泉
区
の
及
川
光
子
さ
ん
）。

背
中
を
押
し
て
く
だ
さ
る
方
の
お

チ
カ
ラ
が
あ
っ
て
、
投
稿
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
で
す
。

▼「
髙
橋
ス
マ
ノ
さ
ん
へ
。
お
元

気
に
お
過
ご
し
で
何
よ
り
で
す
。

今
月（
５
月
号
）の
投
句
で
同
じ
職

場
と
確
信
。
も
し
や
…
と
気
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
」（
宮
城
野

区
の
菊
地
カ
ツ
子
さ
ん
）。
仙
台

市
民
は
、
ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
で
す
ね
。

▼「
実
家
の
片
付
け
を
し
て
い
た

ら
庭
に
気
配
を
感
じ
、
見
る
と
ピ

ン
ク
の
モ
ク
レ
ン
が
立
派
に
咲
い

て
い
ま
し
た
。
誰
も
見
て
い
な
く

て
も
努
力
す
る
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
」（
多
賀
城
市
の
伊
藤
由
美

子
さ
ん
）。
学
び
の
場
は
感
性
に

よ
っ
て
は
ど
こ
に
で
も
、
で
す
ね
。

▼
先
月
号
の
秀
作
に
あ
っ
た
カ

ツ
カ
レ
ー
、「
病
院
で
良
い
結
果

の
時
で
す
」と
、
作
句
者
の
小
林
須

美
さ
ん
。
そ
う
だ
っ
た
の
ね
ぇ
〜
。

▼「
お
ふ
く
ろ
様（
氏
家
さ
ゆ
き
さ

ん
）が
退
所
し
ま
す
。
ワ
ク
ワ
ク
。

プ
ロ
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
自
宅

介
護
の
生
活
で
す
」（
青
葉
区
の

氏
家
正
彦
さ
ん
）。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
会
い
で
き
ま
す

か
？  

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。



令和 4年 6月号[仙台圏で月末に発行]

仙
台
三
越
で
相
続
サ
ロ
ン
開
催
中

生
前
対
策
相
談
20
分
無
料

☎
０
２
２（
７
９
６
）５
８
０
５

仙
台
相
続
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

相
続
専
門
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

防犯・詐欺・悪質商法等に
関する相談もお気軽に！

県警県警のの相談専用電話相談専用電話
　☎（266）9110
　♯9110（プッシュホン回線の場合）

取材協力：宮城県警生活安全企画課

件　数

前年比

被害金額

前年比

９９

１億６，３０１

＋４２

＋約９，０６０

件

万円

件

万円

令和４年 県内の特殊詐欺
   ４月末現在

　宮城県内では、依然として警察官や金融機関職員を装っ

て自宅に電話をかけてきて、自宅に来た警察官等を装う

者が、キャッシュカードをだまし取る預貯金詐欺や、隙

を見てキャッシュカードを盗むキャッシュカード詐欺盗

という手口の特殊詐欺が多数発生しています。

【事例】

❶警察官を装う男から、「詐欺で捕まえた銀行員がニセ金

を作っていました」「あなたの自宅にある一万円札の番号

を教えてください」などと電話がある。

❷被害者がお札の番号を教えたところ、「それはニセ金で

す」「警察で調べるので、自宅に行く警察官に現金を渡し

てください」などと言われる。

❸自宅に訪れた警察官を、「現金を確認します」「キャッ

シュカードも見せてください」などと言われ、現金と

キャッシュカードを手渡す。

❹警察官を装う者が立ち去った後、被害者が警察署に連

絡したところ、詐欺だと分かり、キャッシュカードも盗
まれていたことに気付いた。

❺盗まれたキャッシュカードが犯人に使われ、口座から現金が払い出されていた。

★被害に遭わないために★　自宅に警察官が来た場合は、必ず身分証明書を確認し、

その場で最寄りの警察署に連絡して確認しましょう。また、他人にキャッシュカードを渡した

り、暗証番号は教えないでください。少しでも疑問を感じたら、家族や警察に相談しましょう。

お問合せ／宮城県警察本部生活安全企画課　☎022（221）7171（代表）　又は県内各警察署生活安全課

「銀行員がニセ金を作っていました」との詐欺に注意！

●
有
名
企
業
等
の
公
式
サ
イ
ト
に

非
常
に
よ
く
似
た
作
り
で
、
正
規

サ
イ
ト
の
価
格
よ
り
か
な
り
安
く
商
品
を
販
売
す

る
偽
サ
イ
ト
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま

す
。

●
販
売
価
格
が
大
幅
に
値
引
き
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
偽
サ
イ
ト
の
可
能
性
が
高
い
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
注
文
後
に
偽
サ
イ
ト
だ
と
気
が
付
い
た
ら
、
代

金
支
払
い
前
に
キ
ャ
ン
セ
ル
の
連
絡
や
受
け
取
り

拒
否
等
を
し
ま
し
ょ
う
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
を
し
て

し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
す

ぐ
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

会
社
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

●
困
っ
た
と
き
は
、
お
早

め
に
仙
台
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

ア
ド
バ
イ
ス

　
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ソ

フ
ァ
を
検
索

し
有
名
企
業
の
も
の
を
見

つ
け
た
。
定
価
よ
り
格
安

で
売
ら
れ
て
お
り
送
料
無

料
だ
っ
た
の
で
、
氏
名
・

住
所
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
番
号
を
入
力
し
て
注
文

し
た
。
そ
の
後
、
改
め
て

検
索
し
た
と
こ
ろ「
偽
サ
イ

ト
に
ご
注
意
」と
記
載
の
あ

る
公
式
サ
イ
ト
を
発
見
し

た
。
注
文
し
た
サ
イ
ト
は

偽
サ
イ
ト
だ
っ
た
。

　
　
　（
70
歳
代
　
男
性
）

☎（268）7867

所 在 地／ 141ビル（三越定禅寺通り館）５Ｆ

な や む な

い や や

ＦＡＸ （268）8309

一人で悩まず、早めに相談を…

（または、局番なし「１８８」）

仙台市消費生活センター

格
安
を
う
た
う
家
具
や
家
電
品
等
の

偽
通
販
サ
イ
ト
に
ご
注
意
！

相
談
事
例

相
談
事
例

孫
へ
教
育
費
を
あ
げ
る
こ
と
に
つ
い
て

相
談
者
　
孫
の
教
育
費
が
か
か

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
、

孫
に
教
育
費
を
あ
げ
た
い
の
で

す
が
、
こ
れ
っ
て
贈
与
に
な
る

の
で
す
か
？
　
な
に
か
問
題
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

佐
藤
　
き
ち
ん
と
教
育
費
と

し
て
使
う
場
合
に
は
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
親
が

預
か
っ
て
そ
れ
を
貯
め
る
と

家
計
の
財
産
、
つ
ま
り
親
の

財
産
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。「
も
ら
っ
た

お
金
は
誰
の
管
理
下
に
あ
る

か
」が
重
要
で
す
。

相
談
者
　
孫
は
ま
だ
高
校
生
だ

か
ら
、
親
が
管
理
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

佐
藤
　
税
務
的
立
場
か
ら
言

う
と
、
孫
に
あ
げ
た
お
金
で

あ
っ
て
も
、
親
が
管
理
し
て

い
る
場
合
に
は
、
家
計
の
財

産
と
い
う
認
識
に
な
り
ま
す
。

家
計
の
財
産
と
し
て
税
務
署

か
ら
指
摘
さ
れ
て
し
ま
う
リ

ス
ク
は
理
解
し
た
上
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

相
談
者
　
ど
う
す
る
こ
と
が
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
？

佐
藤
　
も
ら
っ
た
お
金
は
、

都
度
孫
の
た
め
に
使
っ
て
あ
げ

る
、
ま
た
は
贈
与
で
も
ら
っ
た

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
証
拠
が

必
要
で
す
の
で
、
贈
与
契
約
書

の
作
成
が
必
要
で
す
。
孫
の
将

来
の
た
め
や
、
進
学
の
費
用
の

た
め
に
貯
め
て
あ
げ
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
孫
の
名
義
で
貯
蓄

す
る
こ
と
は
、「
名
義
預
金
」に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
身
の

お
金
を
貯
蓄
し
て
、
必
要
な
と

き
は
、
そ
の
貯
蓄
か
ら
捻
出
す

る
と
い
う
方
法
を
取
っ
て
頂
け

る
と
、
よ
り
安
全
で
す
。

活終
通信
第19回

代
表
税
理
士

行
政
書
士

（
　　　　　　　  

）

仙
台
相
続
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長
　　佐
藤
智
春

相
談
者
　
お
金
の
管
理
が
大
変

そ
う
で
す
ね
。

佐
藤
　
こ
こ
ま
で
し
っ
か
り

管
理
さ
れ
て
い
る
方
は
、
少

数
派
で
す
。
し
か
し
、
せ
っ

か
く
あ
げ
た
教
育
費
で
子
や

孫
が
あ
と
で
困
ら
な
い
よ
う

に
、
税
務
署
か
ら
指
摘
さ
れ

る
リ
ス
ク
も
説
明
し
た
上
で
、

き
ち
ん
と
渡
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
ね
。

相
談
者
　
そ
う
で
す
ね
、
孫
の

た
め
に
も
し
っ
か
り
対
処
し

た
う
え
で
、
教
育
費
を
渡
し

て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。


